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(1)法人名
石川県公立大学法人

(2)所在地
石川県野々市市末松―丁目308番 地

(3)役員の状況
理事長   谷本 正憲
副理事長  真田 弘美 (石川県立看護大学長 )

副理事長  西澤 直子 (石川県立大学長)

理事    池田 誠
理事    水越 裕治
監事    中島 史雄
監事    松木 浩―

(4)設置大学
石川県立看護大学
石川県立大学

(5)学部等の構成
・石川県立看護大学
看護学部

看護学科
看護学研究科

看護学専攻

・石川県立大学
生物資源環境学部

生産科学科、環境科学科、食品科学科
生物資源環境学研究科

生産科学専攻、環境科学専攻、食品科学専攻、応用生命科学専攻

自然人間共生科学専攻、生物機能開発科学専攻

(6)学生数及び職員数 (学生数は令和4年 5月 1日 、職員数は令和4年 4月 1日 時点 )

・石川県立看護大学
学部学生   327名
大学院学生  45名
教職員    62名  (学長 1名 、教員50名 、職員11名 )

・石川県立大学
学部学生
大学院学生

教職員

日法人本部
職員

(学長 1名 、教員65名 、職員13名 )

(理事長1名 、理事 1名 、職員8名 )
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業務全体の実施状況

I 令和 4年度業務実績の概要

令和 4年度は第 2期中期計画期間の最終年度であり、「大学教育機能の強化」「地域連携 日地域貢献機能

の強化」「ガバナンス機能の強化」の 3つの柱に基づき、中期計画の達成に向け、計画的に業務を実施でき

るよう取 り組んだ結果、年度計画を順調に達成することができた。以下、令和 4年度における業務の実施

状況について、中期目標の大項目ごとに記述する。

1 石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

(1)教育課程の充実

①看護基礎教育の新カリュキラムの運用を開始
日再履修学生に対する個別の履修登録の指導による円滑なカリキュラム移行
②学生の主体的な活動やアクティブ・ラーニングの授業実践
Bフ ィール ド実習における地域活動の実施
Bヒ ューマンヘルスケア科目における主体的学修

⑥ ICTの活用、情報化の推進
・令和 5年度からの教育の DX化に向けて、電子教科書及びノー トパソコンを選定
・新たな看護医療人材を養成するため、看護実習で活用するアバターロボットなどを整備

④グローバル化の推進
・アメリカ国際看護演習をオンラインで開講
・タイ人留学生(韓国出身の石川県国際交流員を招きインターナショナル・カフエを開催
・ネイティブ講師による英語講座、韓国語講座の開講



(2)教育実施体制の充実
・大学院の研究指導教員に、看護専門領域以外の教授や、基準を満たす准教授が就けるように規程を

改定

(3)学生への支援

①学生支援体制の強化
・学生のメンタルヘルスに関する相談に対する教職員と外部カウンセラー及び保護者等との早期連携

による学生支援体制の強化

②キャリアプランの実現を支援
日開学記念シンポジウムや、卒業生と3年生の座談会の内容を学習管理システムに掲載

・ 3年生対象の就職ガイダンスを2月 に加えて、 8月 にも開催 し、就職活動の情報を学生に早期提供

(4)研究及び地域貢献、国際貢献の推進

①民間企業と共同研究講座開設に向けた協定を締結
・共同研究講座「看護理工学」の令和 5年度開設に向けた協定を締結

②感染管理認定看護師及び認定看護管理者の教育課程を開講
E感染管理認定看護師教育課程に 42名が履修し、全員修了
・認定看護管理者教育課程 (サー ドレベル)に 21名 が受講し、全員修了
田特定行為研修を含む皮膚 B排泄ケア認定看護師教育課程の令和 6年度開講に向けて令和 5年度に

準備に取り組むことを決定
上 ど

・「感染管理看護実践力向上研修」を実施 したほか、「保健所感染症対応力向上研修」、

「看護教員現任研修」、「看護管理者経営研修」、「皮膚・排泄ケア研修」の 5事業を実施

④」ICA研修の実施
Bパラグアイ日系研修「高齢者福祉におけるケアシステムと人材育成」をオンラインで開催

-3-



-4-

2 石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

(1)教育課程の充実

①コース制を含む学部教育の検証と効果的な教育の実践
・コース制導入時に入学した学生を対象に、アンケー トを実施し、各コースの教育効果を検証
・令和 7年度入学生を見据え、情報教育科目および英語教育科目について、教養教育カリキュラム・

ツリーの見直しの議論を開始

②アクティブ Bラーニングの実践や効果的な教育方法の検討
・課題解決型学習を取り入れた、アクティブ Bラ ーニング授業を実施
ロコース制導入後に入学 した学生の成績を各コースごとに GPAを用いて比較 し、より効果的な教育方法

の検討を開始

③学生へのキヤリア形成支援
・プロジェク ト型の授業を通 して社会人基礎力を高めるための新たなキャリア科目「石川の自然と農林

水産業」を実施
・ 1、 2年生を対象にキャリア形成支援セミナーを開講

(2)教育実施体制の充実

教育環境の整備
田校舎内全てで無線 LAN(Wi― Fi)の整備を完了
日通学の利便性を高めるため、新たな路線バスの大学敷地内への乗り入れを実現

(3)学生への支援

①学生ア ドバイザー制度の推進

・学生ア ドバイザーが中心となり、SNSを活用した「石川県立大学質問箱」を設置し、学生の相談に対応

②学生相談体制の強化
B保健指導担当職員を常勤とし、外部カウンセラーによるカウンセリング体制を強化



(4)研究及び地域貢献、国際貢献の推進

∩ 旦肉令業 行敵等 と棟権 Iち ナ‐石平冒呈 構 准や の

(研究例 )

Bリ サイクル原料による新規肥料の開発、市販化
J害虫の忌避、防除技術の開発

・ヒツジの乳を利用 した乳製品、発酵技術の開発
日猛禽類の行動把握システムの開発
Eヒ ー トパイプ地下水冷房装置の実用化に向けた研究

・小水力発電の開発
日過熱水蒸気加熱を活用 した農産物の高付加価値化および殺菌効果の向上等に関する研究
ロサツマイモの花由来のハチミツの商品化
ロキヌアの栽培実証試験
B田園エネルギー活用型の県立大エコビレッジ構想等のブランデイング研究を推進

の洋単官連携学術交流センターの連携活動強化

・県内企業との連携、協力 (地域住民 日農業者 B企業との交流の場 (県大カフエ)の
キックオフシンポジウムを開催)

日産学官マッチングイベントヘの出展 (Matching HUB Kanazawa 2022)
臣食品技術者ネットワーク公開セミナーの開催
口国連大学、金沢大学、石川県と共同で世界農業遺産「能登の里山里海」での保全活動

⑥学生の地元定着
日石川の農林水産業について学ぶ地域思考型の授業「石川の自然と農林水産業」の実施

・地元企業 トップや農業経営者を招き就職支援セミナTを開催

の海外大学との交流、連携の強化
ロタイのカゼサー ト大学とランシット大学との交流協定締結

-5-



-6-

3 業務運営の改善・効率化に関する目標

(1)ガバナンス機能の強化

(看護大学 )

日委員会構成を見直 し、あらたな委員会 Bワ ーキングを設置するとともに、令和 5年度から看護学部長の

職の新設を決定

(県立大学)

日経営 トップと教職員が意見交換を通 じて、相互理解を深めるため、理事長の研究室訪間を実施
・大学院進学者の確保に向けて、次年度に大学院運営検討委員会を新設することを決定

(2)両大学問連携の推進
口合同研究発表会及び合同 FDセ ミナーをオンラインで開催
口両大学の共同研究として小学校で防災授業を実施

(3)事務組織等の整備と効率化

(看護大学 )

・各種会議のペーパー レス化を推進

(県立大学 )

・附属農場に学生の実習指導ができる技術職員を雇用

(4)教員にインセンティブを与える仕組み

(看護大学)

・新たな単年度教員評価の導入に向けてインセンティブの対象者及び内容の検討を開始

(県立大学)

口競争的資金等の獲得状況に応 じた研究費の傾斜配分



4 財務内容の改善に関する目標

(1)外部資金の獲得
・看護大学

前年度比+237,892千 円/+36件 (R4:282,142千 円/93件、R3

日県立大学

前年度比+62,562千 円/+16件 (R4:252,117千 円/157件、R3

44,250千円/57件 )

189,555千円/141件 )

(2)志願者の増加に向けた取 り組み

(共通)

・オープシキヤンパスを対面とオンラインで開催
B大学院生を対象とした独自の授業料減免制度を創設

(看護大学 )

日大学公式 YouTubeチャンネルを開設

・北陸 3県の高校の進路担当教員との懇談会を開催

(県立大学 )

口愛知県で学生募集説明会を新たに開催
・SNSを定期的に更新 したほか、各学科及び響緑祭の紹介動画を YouTubeで発信

・大学院特待生制度を見直し、令和 6年度入学生から特待生数の上限を撤廃

・学部生の学会参加費の助成
田大学院単位の先行取得制度を創設
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5 自己点検評価及び情報提供に関する目標

(1)大学への評価を活用 した取組み

(看護大学)

・PDCAサ イクルを意識 した大学運営を実施

(県立大学)

E入学者選抜試験で合否判定システムの運用開始

(2)大学活動に関する情報発信を推進

(看護大学)

日学生の意見も取 り入れてポスターを作成 し、県内の高校と実習施設に配布

(県立大学)

日教育、研究、SDGsの取 り組みをホームページで公表



6 その他業務運営に関する日標

(1)施設設備の計画的な更新
口修繕計画に基づく吸収式冷温水機 (看護大)、 空調設備 (県立大)、 自動火災報知設備 (県立大)、

水理実験棟 (県立大)の改修等
・令和 5年度から10年度までの施設・設備の整備計画、備品の更新計画を策定

(2)全学的な安全衛生管理体制の整備

(看護大学 )

日学生、教職員の安全確保と健康保全のため、衛生委員会による職場巡視を実施

(県立大学 )

B新型コロナウイルス感染症対策として、各サークルが作成 した感染対策ガイ ドラインに基づく

活動の承認
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項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
1教育の内容及び成果等
(1)学士課程

①学生の受入れ

―層明)に)シーッション る。し、入中
期
目
標

計画の実施状況等

・要望のあつた高等学校2校 (野々市明倫高校 :7月 、星稜高校 :耳 月)に看護
教員を派遣し、看護職に関連した出前講座を実施した。
・大学公式YouTubeチ ヤンネルを開設し、最新の情報をホームページから随

時発信したほか、「大学コンソーシアム石川」関連事業に積極的に参加し、

あ晶厚巽拿侵協芽身       、学生と意見交換して高校生にインパ
クトを与えるポスターを作製した。
・北陸3県の高校の進路担当教員との懇談会を開催し、本学の求める学生

鋳旦暁 臨 脳 肺瀞 霧鞘 紀 躍ヲ搾積
学紹介)9企

貝l諌軍与生ぁ情幸Rと懇談会の意見等も参考に、令和7年度

入学者選抜における入試科目として利用する教科等を検討し、公表した。

ユ′′

年度計画

【大学の方針や情報の提供】
・オープンキヤンパスや出前授業を通して大学の方針
や情報を提供すると同時に、前年度までの実施結果
を踏まえて、さらなる改善を図る。
【高大接続に沿つた入試改革】
・高大接続会議を開催し、入試方法や入試改革に関
する高校側の意見聴取を行い、今後の入試制度に関
する検討を行う。

No

1-1

中期計画

アドミッション・ポリシーに沿つて、オー
プンキヤンパス、ホームページ、高等学
校での出前授業等を通して大学の方
針や情報を提供するとともに、高等学
校との交流を深め、高大接続改革に

沿つた入試改革を検討する。

No

1



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する日標

I教育に関する目標
1教育の内容及び成果等

(1)学士課程

②教育の内容

に

に基づき

を行う
る

で教育
す

法

与授

的な方果

学位を
効

し

ど

認定

めるな
業を

進

卒り

を
よ

導 入の学修的

な成績評価正

能 動

適を把握し
フ

~
活かし

イブ

学修成果
クテア

学生の
基づき

し、

)

方針の施実

授与の方針
の編成
学位定

(教育課程
卒業認

てし

ン ーリ

ン
~

プ

ポ

ポ I

ムフ

マ

ユ

プロ
キ)力

ア イ

中
期
目
標

計画の実施状況等

こ取 ユ

学生 (再履修 生)に対して個別に履修登録の指導を、各学期の履修登録

期間内に実施した。
・カリキュラム改正に伴い、履修学年が2年から1年 に移行した科目の再履修

については、学生が不利益とならないよう時間割を調整した。

に 関 り して

る「フィ ルド実習 」は 感染対策を徹底し 地域住民の協 カを得なんミら 地域

活動を行つた。活動報告会では、対面の他|

民らと意見交換できる“場"を設けた。
ライブ発信を行 しヽ 学生が住

・地域住民や社会活動に貢献するヒューマンヘルスケア科目の前期成果発
表会では、1年生が対菌、2-4年生と教員はオンラインで開催した(参加者 !

対面78名 、オンライン11名 )。 後期は、オンラインで開催した(参加者20名 )。

成果報告者は、2年生3名 、4年生7名であつた。教員が関わる活動を積極的
に紹介しているこ■、学生が活動回数を増やしていることを確認した。

及 の

をオンライン し、「 身の強みを見 出 し 自律 成長するた め の

関わり| つ し て 」 に、学生が自律・成長するための実習指導 こつ い

て検討した (参力日者 施設26名 教 貝 40名 )

臨床教授等の称号付与数 は 23 1 名 (新規64名 継続 1 67名 ) であつた

年度計画

口刃瞬五ラ五ポリシーに沿つた教育運営】
・看護基礎教育第5次指定規則改正に伴い改訂した

新カリキュラムが本年度より開始される。旧カリキユラ
ムからの移行措置期間であり、円滑なカリキュラム運

営に努める。

軍巽∃冒藍襟詫懲毒範鋸男 ティブ.ラーニングの授業
を実践する。新型コロナウイルス感染症状況を注視し
つつ、必要に応じてオンラインを活用する。

【臨床教授等の活用】
・医療、社会制度の動向に沿つた教育を実施するため

に、臨床教授等と連携して、臨地実習における課題を

明確にし、大学と臨床現場双方のニーズや工夫等に
ついて意見交換を行う。

No

2-1

3-1

4-1

中期計画

に Iプ

キュラムの課題について検討し、カリ
キュラム・ポリシーに沿つて、新カリキュ

ラムおよびシラバスに反映させる。ま
た、各科日間のつながりを明確にし、カ

自発的な国内外の活動参加や異学年
交流を推奨して学生の主体的な学修を
促進するとともに、アクティブ・ラーニン

グを取り入れたカリキュラムを推進する
ことで学修効果を高める。

臨床教授等を活用し、医療 ,社会制度
の動向に沿つた教育を実施する。

No

2

3

4

-11-
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・教育上の課題の把握と改善に向けた検討を行うため、ディプロマ・ポリンー
の項目を細分化し、学生 (294名 に実施、回答率90.5%)および卒業生 (244

名に実施、回答率14.8%)に 対し達成度を調査した。
・調査に基づきディプロマ・ポリシーにおける「学生レベルでは理解困難」や
「多様な価値観の理解とコミユニケーション能力を高めることが重要」との指
摘があつた内容について教員間で共有し、各教員の授業内容に反映させ
た。
。新力リキュラムが開始されるにあたり評価方法の検討を行い、学生による
授業評価に関する授業アンケートの見直しを行つた。

【教育上の課題の把握と大学の特色を生かした改善】
・教育上の課題を教育方法と教育課程の側面から把
握し、改善を継続する。

5-1

ディプロマ・ポリシーに沿つて、科目ごと
の成績評価基準を精査し、教育上の課
題および学修状況の把握・改善に活用
する。

5



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
刊教育の内容及び成果等

(刊 )学士課程

③教育の成果

として え 、の人

成する。
中
期
目
標

計画の実施状況等

及 て の

を行い、その結果に基づき学部の3つのポリシーの見直し、学部の3つのポ
リシーは継続することとした。
・臨床現場の求める人材像を現場の管理者等との懇話会を開催して把握
し、ディプロマ・ポリシーは継続することとした。

調査を行い、結果を学内で共有するとともに、対面講義や実習においてオン

ライン技術のいつでも、どこからでもアクセスできるといつた利点を取り入れ

簡 季簑縫勁錯穏灘薬踏甲1綜線で機動
電源工事、新たな授業方法の検討などを実施した。
・6つの医療機関の看護部に本学卒業生の実践力について聞き取り調査を

行い、その結果得られた「臨床推論力を高める必要性がある」という課題の

改善のため、令和4年度のカリキュラム改定において「フィジカルアセスメント

と診療補助技術論I・ H」 を新設した。

年度計画

【3つのポリシーの見直し】
・学生の意見を集約し、大学の教育理念に照らして学
部の3つのポリシーを二体的に見直す。
・臨床現場の求める人材に合うようディプロマポリシー
の改善について検討する。

【教育成果に関する調査結果の共有と改善策の策定】
・アンケート調査等を集約し、学内で共有するととも
に、教育内容の改善につなIずる。
・聞き取り調査の結果から得られた「臨床推論力を高
める必要性がある」という課題を反映した科目を新設
する。

No

6-1

7-1

中期計画

大学の教育理念および特色を踏まえ、
学部の3つのポリシー(デイプロマiポリ
シー、カリキュラム・ポリシー、アドミッ
ション・ポリシー)を学生の視点に立っ
て一体的に見直し、豊かな人間性を備
えた看護職者を育成する。

卒業生や医療機関を対象としたアン

ケート等を通して学部の教育成果を検
証し、教育内容を改善する。

No

7

-13-
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項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
1教育の内容及び成果等

(2)大学院課程

①学生の受入れ

受入ッション く及ア
IJ中

期
目
標

計画の実施状況等

ン ′

院教育懇談会の実施を通じ、大学院生の安定確保に努めた。
ユ新たに①大学院前期後期課程の指導教員の拡充、②オープンキヤンパス
での個別相談、③令和5年度入学試験日程を前倒しした。

澄 ま看推 台霜躊陣 R棄写屑恋鵞斧事な亀栗稜壕鞠 穏 幕し

格 格者の入学辞退を回避するために、令和5年度入学言式験日程を前倒しし

た。

年度計画

厭 源冥峯喬亀撃訂義
焉寧廃域香悪霰基?冠篇

し、新型コロナウイルス感染症の影響下でも実施でき

る方策について引き続き検討する。

【庁ム報夕某イ本の改善】
・入学後の大学院生活がイメージできるようホーム
ページ及び大学案内を充実させる。
・職業経験を有する社会人と学部学生の大学院入学

を安定的に確保するために、入試方法の改善を図る。

No

8-1

9-1

中期計画

アドミッション・ポリシーに沿つて、社会
人や在学生の大学院で学ぶ意欲を喚
起するとともに、学修支援の方策につ
いて検討する。

国内外の受験希望者が教員の教育研
究活動を理解しやすいようホームペー
ジを充実させるとともに、入試方法の改
善を図る。

No

8

9



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する日標
司教育の内容及び成果等

(2)大学院課程
②教育の内容

検討し、必要な改革を行う。また、高度実践看護師の教育内容を
て 、中

期
目
標

計画の実施状況等

看護師(APN) やNP教育課程に関する情報収集を継続的に行つ

輝 藉騒攀膊 隷 龍 粂
止を決定した。

に 、石川

井、富山の医療施設も含めた14施設から20名 の参加に対し、学長から「本

愚鐵鑑鱒麟鞭鶏酢駒翻議ざ

基準を見直した。

年度計画

弾 護師の養成等に向けた教育内容検討】
・CNS(専 門看護師)教育の充実など、高度実践看護
師の継続的養成に向けた検討を行う。

【大学院に期待する人材育成の動向把握】
・修了生や修了生が勤務する医療機関から本学大学
院で養成を期待する人材について情報収集するととも
に、デイプロマポリシーを再考し、継続して現行カリ
キュラムや論文指導等の課題把握および改善を図
る。

No

10-1

11-1

中期計画

新たな高度実I完看護師の養成等に向
けて教育内容を検討し、カリキユラム・

ポリシーに沿つて、必要に応じて新課
程の開設等を行う。

大学院生の修了後の動向を把握する
とともに、ディプロマ・ポリシーを再考
し、現行カリキュラムや論文指導等の

課題把握および改善を図る。

No

10

11

-15-
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項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
1教育の内容及び成果等

(2)大学院課程

③教育の成果

看護を取り巻く状況が高度化、複雑化、専門化する中にあつて、より質の高い看護を提供する実践者、広い視野を持ち、現場の状況を踏まえた教育者・研究者を育成

する。
中
期
目
標

計画の実施状況等

・令和4年度より博士前期課程成人看護学分野の中に「看護イノベーション

特論」、「ビジュアル看護実践論」、「ビジュアル看護社会実装演習」を新設し
た。

・アンケートで意見のあつた24時間使用できる研究室環境の整備や対面と
オンラインの双方を活用した柔軟な授業対応、指導教員への研究指導方法
等の要望に対し改善を図つた。

年度計画

【ポリシーの見直し】
・高度な知識や実践力を備える人材を育成するため
の大学院の3つのポリシーについて、見直した内容に
基づいてカリキュラム、教育内容の改善を図る。

【アンケート等を通して大学陽の教育を検証、改吾】
・修了生へのアンケートやヒアリング等を通して、大学
院の教育成果を検証し、教育内容を改善する。

No

12-1

13-1

中期計画

大学の教育理念および特色を踏まえ、
大学院の3つのポリシー(デイプロマ・

ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アド
ミッション・ポリシー)を学生の視点に
立つて一体的に見直し、高度な知識と
実践能力を備えた研究者、看護専門職
を育成する。

修了生を対象としたアンケート等を通し

て大学院の教育成果を検証し、教育内

容を改善する。

No

12

13



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する日標
2教育の実施体制等
(珂 )教育の実施体制

教育目標を効果的に達成するため、学士課程においては、教育研究指導力の優れた教員を確保して適切に配置し、適切な教育体制を構築するとともに、大学院課程においては、

専攻分野の専 F弓性を高めると同時に、研究指導や教育支援体制の改善に努め、教育研究指導を充実させる。
中
期
目
標

計画の実施状況等

・大学院での研究分野を多様化するため、大学院の研"九指導教員資橋の

規定を変更し、人間科学領域や健康科学講座の教授も博士後期課程の研

究指導教員に、准教授であつても大学院生を指導できる基準を満たす場合
には博士前期課程、後期課程ともに研究指導教員となれるように改定した。
こ令和4年度は3名 の准教授について研究指導教員資格 (大学院教員資格

審査にもとづく認定)を認めた。
・教員の世代交代に伴い、令和5年度から学部・大学院とも科目担当教員配

置の見直しが必要となり変更した。また、大学院における精神看護学関係
の科目の新設 (精神保健看護学特論)及び名称変更 (精神保健看護学演
習)等を行つた。

年度計画

【適切な教員組織の改編】
・改定カリキュラムの運営や石川県の地域医療構想
の進捗等を考慮し、教育研究組織における教員配置
の適正化を図る。また、そのための教員組織の在り方
を検討する。

No

14-1

中期計画

組織的に学部 =大学院の改正カリキユ

ラムを遂行するため、運営上の課題を
検証し、適切な教員配置や指導体制の

改善など、必要に応じて教員組織の改
編を行う。

No

14

-17-
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項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する日標
2教育の実施体制等

(2)教育活動の点検評価・改善

の中
期
目
標

計画の実施状況等

の て しヽ て

評価 施 した。授 業評価の 結 果 学 生 の 総合 的満足の評価は高く「授

業準備」の項目が特に高かつた。教
果を学習管理システムで公開した。

員が授業改善 I こ活 用 できるよつ評価結

年度計画

穂睡動噂排謝縫虐景デ
組む。

No

15-1

中期計画

学部 i大学院において、学生による授

業評価を実施し、その結果を活用した

授業改善・改革を実施する。

No

15



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する日標
2教育の実施体制等

(3)教員の教育力の向上

教員の教育力の改善と向上のため、教育研究環境の整備を行うとともに、授業の改善に向けたファカルティ・ディベロップメンド(組織的に行う教員の教育力開発活動)を充冥する。中
期
目
標

計画の実施状況等

・教育力向上のため、「アクティプ・ラーニング」やIオンライン授業」I教育の
DX化」に関する先進事例について研修を行つた。
・「障がいをもつ学生に対する支援」に関するFD(ファカルティ・ディベロップ
メント)をスクールカウンセラーに依頼し、本研修によつて、メンタルヘルスに
問題を抱える学生に対するスクールカウンセラーと教員との効果的な連携
について考えるきつかけになつた。

・前年度に固めた「職位別評価」を踏まえて、教員個別面接を冥施し、それ
ぞれの職位に求められる教育・研究能力について評価をした。とりわけ教授
職には講座スタッフの研究力・教育力の向上の支援ができるような講座運
営の方針を定めるよう指導した。

年度計画

【教員の教育力向上】
・大学コンソーシアム石川等で実施する教育力改善、
向上に関するFDセミナーに参加して、学生が主体的
に学ぶことができるアクティブ・ラーニング等に関する
具体的施策の情報を随時収集し、本学教員に発信
し、共有する。

【職位ごとの教育力やマネジメントカの基準を普及す
る】
・研究や教育の質向上に向けたファカルティ・ディベ
ロップメントを継続して実施するとともに、前年度に固
めた職位ごとの教育力、マネジメントカ基準を学内に
普及する。

No

16-1

17-1

中期計画

教育力向上に関する取り組みの先進

事例を調査し、教員の教育力向上施策
の具体化を図る。

職位に応じた指尋能力を修得できるよ

う、職位毎の研修や昇任者研修等にお
いてファカルティ・ディベロップメント研
修を実施する。

No

16

17

-19-
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項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
2教育の実施体制等

(4)教育環境の整備

学生の学修意欲や教育効果の向上:を図るため、学生の学修環境を適切に整備する。中
期

目
標

計画の実施状況等

・教育のDX化 に向けて、DX委員会の設置、教務委員会での電子教科吾や
モバイルパソコンの選定、学生・教員のオリエンテーション準備など教育の
実施体制を整備したほか、すべての学習エリアでノートパソコンを利用でき
るよう、無線LAN(Wi―日)と電源工事を実施した。
・洋雑誌のオンラインアクセス誌を18誌まで増やし、学外から学術誌を閲覧
できるように、電子図書館サービス(附 nOden)を 導入した。
・図書館情報を迅速に提示するため、電子看板を導入し図書館入り口に設
置した。
・ビデオ教材や電子図書、学術情報データベースの契約を継続し、オンライ
ン文献複写サービス(ARROW)を 導入した。
・図書館内の照明をLED化 し、図書館2階のがんばルームに検索用PCに接
続できる印刷プリンターを設置した。
・古くなつた図書・重複図書の整理と除籍を実施した(394冊除籍うち108冊は
リユースされた)。

・新たな看護医療人材を養成するため、看護実習で活用するアバターロボッ
トなどを整備した。

・学習管理システムの運用・管理を継続し、新入生、大学陽生・教員に図書
館情報システム利用方法のガイダンスを実施した。
・洋雑誌の冊子購入からオンライン化を推進し、18誌 においてオンラインアク
セスを可能とした。
・学外から学術誌を閲覧できるように、電子図書館サービス(附 nOden)を導
入した。

年度計画

【学修環境の充実】
・効果的な教育に必要な学修環境の充実を図るため
に、教育用備品の整備および更新を継続する。

【自学自習の環境整備】
・学生の学修意欲や教育効果を向上させるために、学
生の自学自習のための環境整備および利用促進を図
る。

No

18-1

19-1

中期計画

教育資材の計画的な更新を図るととも

に、効果的な教育に必要な学修環境の

充実を図る。

図書館やICT等を活用した自学自習の

環境整備を図る。

No

18

19



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
3学生への支援

(1)学修支援

・生活 に中
期
目
標

計画の実施状況等

I 内 に ン ソ―シア

石 , I
| の事業で優秀賞を獲得するなど顕著な取組みをした学生 教 員 の 活動

をホーム ページで積極的に情報発信した。

学 生の地域活動 ( 生き生き健康サ―ク′レ 子 育 て応援隊ひ よつこ か ほ く

防災訓練事業等 参カロ) が行われ 、顕著な取組を行つた団体や 成市 の へ の

績優秀な個 人 に 対 し、卒業式 学長表彰を行つた

アンケー

のアンケート項 目との重複を整理するとともに、学生にとつて回答しやすい

轟藝詮動鰹翅鍾霜翻銅爾
基を1月 に実施し、さらなる学修支援の充実に

向けて意見交換を行つた。

によ

塩男覇霧璃堀翔坊多グの利用状況とともに、各担任・相
論晃島謡尉策犀1部蟹康農彗響農妻吾協育研究審議会等で検討し、次年
度から担任数を増員することを決定した。

年度計画

の

学生の顕著な活動 に つ しヽ て Iよホーム ペ ―ジを通じて

情報発信するなど積極的な広報活動に取 り組 む

地域で の学修や活動 模範となるボランテイア 活動

等 に主 体的 こ取 り組 んだ学生、成績優秀者等に対し

て の 学 て 実施し 学 生の勉学や地域

め

本 年度 も学 生 と教職 員 等の座談会やアンケート調査

果と、前年度までに実施したを実施する それらの結

アンケート結果等を集約し、学生の要望を

修支援の充実を継続して図る。
踏まえた学

駐鶏 二J命:;RF:与ど重簿雷講控墓好3祀X吾

と

官継薬暦欺毛諭贅灘峯誅詔読饒熱
する。

No

20-1

21-1

22-1

中期計画

表彰帝1度などを活用することにより勉
学や地域活動等に対する意欲を促すと
ともに、地域におけるボランティア活動
など、主体的な学生の取り組みを支援
する体制を整備する。

アンケート調査などを通して学生の要
望を把握し、学修支援の充実を図る。

学膠弔生活上の課題とその背景を把
握し、相談体制などの支援体制を整備
するとともに、それらを解決するための
組織的、一体的な体制を構築する。

No

20

21

22

-21-



-22-

項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関ずる目標

教育に関する目標
3学生への支援
(2)進路支援

就職、キャリア形成支援を強化する。中
期
目
標

計画の実施状況等

・令和3年度の開学20周年記念行事で行われた卒業生(保健師、助産師、看
護師、本校教員)のシンポジウムの録画や、卒業生と3年生との座談会の録
画を学習管理システムに掲載した。
'国 家試験対策として、補習を看護師2回、保健師5回 行い、模擬試験の結
果に応じて、必要な学生に強化学習を行った。
・就職支援ガイダンス(3年生対象)について、これまでの2月 開催に加え、8
月にも開催し、就職活動の動向の情報を早期に提供した。
i低学年模試 (3年生対象)を年2回 実施した。

年度計画

【主体的なキヤリアプランの実現】
・キヤリアイメージの早期形成を促すために、全学年
対象に卒業生等との交流の機会を設ける。
【進路支援の実施】
・国家試験対策の早期実施等、就職及び進学への支
援を行う。

No

23-1

中期計画

学生が主体的にキャリアプランを冥現
できるよう、資格取得支援や進路先に
応じた進路支援を実施する。

No

23



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標

3学生への支援

(3)卒業生・修了生支援

のキヤリア形了中
期

目
標

計画の実施状況等

へ の て

めの支援・研修」、「再就職や進路変更の支援」、

援」などの大学への希望を把握し、卒業生・修了
「教養を深める生涯学習支
生向けホームページ画面

こ講座 地域 ケア 総合センター事業を掲載した

自治体の保健師等の求人情報を 大学の同 窓 に情報を提供した

同 窓会 と連携して 卒業生および修 了 生 の情報を整備するとともI 入 会者

のために新年度ガ
同窓会活動

イゲンス時、4年生夏季休暇前 冬季休暇前のクラス

ア ワ一時に を周 矢日した

年生が卒業後の 目 体的なキャI)アを思 しヽ描 Iサるよつ 卒業生 との 座談3

会を行つた。

年度計画

劃駿霧甜寧彬携粂8蔀鍵染
する。

No

24-1

中期計画

同窓会と連携して卒業生および修了生

の情報を整備し、卒業・修了後のキヤリ

ア形成支援に活用する。

No

24

-23-
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項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅱ研究に関する目標
1研究の水準、方向性及び成果

地域資源を活かした地域の課題解決など、社会ニーズを適切に反映した研究及び看護学の発展に貢献する研究を行い、その研究成果を公表する。中
期
目
標

計画の実施状況等

・かほく市と本学の包括的逗携協定にもとづく会議を開催 (5月 、12月 )し、冥
施内容、成果について検討を行つた。包括的連携事業としては、「モーニン
グWALK&EAT」 で坂道ウォーキングコースの普及に取り組んだ。
・かほく市が受託した県いしかわ里山振興ファンド事業 (R3■ R5)で採択され
た「地域伝統の発酵食品を使用した健康発酵食弁当の開発」に参画し、大
海かぶら寿司の成分を県立大学の協力を得ながら栄養面から分析した。
・珠洲市からの受託事業「すず健やか事業」(H27年一)を実施し、健康測定
データの分析を行つた。
・事業の成果等を、ホームページや自治体の広報誌等で公開した。
・民間企業と共同研究講座「看護理工学」の令和5年度開設に向けた協定を
締結した。
・研究サポート集会を開催し、科研貴申請に向けた効果的な書類作成につ
いての講義、及び科研費申請書作成のアドバイス等を行い、講義資料を学
内イントラに掲載した。
・学内研究助成において、若手研究者の研究活動の充実に資するよう応募
要件を緩和し、14件の応募があつた。
・学内研究助成成果報告会を開催し、前年度に終了した6つの研究の代表
者がポスターおよびオンラインで発表した。
・全体会議等の場で研究成果の公表、さらには学外者による査読が行われ
る全国誌・海外論文誌への投稿を学長が奨励した。

年度計画

【課題解決につながる研究の推進】
・これまで実施、支援してきた地域の課題解決事業に
ついて、事業推進上の課題を検討し、その結果を自治
体と共有すると同時に、今後も継続して新たな事業を
積極的に提案する。
【成果の公表】
・終了した事業の成果等について公開講座やホーム
ページ等で学外に発信する。 .

【各教員の研"九活動の推進】
・科学研究費補助金や受託研究費をはじめとした外部
研究資金情報や学内研究助成の機会を提供するとと
もに、申請を促す研修会を開催するなど、応募勧奨を
行う。また、研究成果の公表、特に全国誌への投稿を
奨励する。

No

25-1

26… 1

中期計画

地域、行政、保健、医療及び福祉分野
等の課題解決につながる研究を推進
しせ公開講座等により成果を公表する。

各教員の研究活動の活性化および成
果の公表 (論文、学会等での発表等)

を推進し、研究業績の質・量の向上を
図る。

No

25

26



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅱ研究に関する日標
2研究の実施体制

中
期
目
標

計画の実施状況等

し、

床実習中 日を設けるなどの見直しを検討した。

Ⅷ鎌腿Ⅷ 触 令翻轟
厨驚靱爾緞留

こ
星留棄広驀縄磐螂雛

や研究時間確保の方法についての報告会を開催した。

年度計画

【研究推進体制の整備】
・研究時間を確保するために、大学運営における業務

負担を見直す。
・教員からの聴き取り調査等を通じて大学全体の研究

推進体制の課題を把握し、新任教員等の研究紹介や

科研費申請書のブラツシユアツプ支援の更なる充実な
ど、必要な整備を行う。

No

27-1

中期計画

研究時間を確保するために大宰運営
に対する業務を見直すとともに、大学
全体の研究推進体制の課題を把握し
必要な整備を行なう。

No

27

-25-
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項 目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

皿地域貢献に関する目標
司地域における産学官連携の推進

県内の病院や県、市町、他大学、研究機関、地域等と連携し、地域が抱える課題の解決や地域医療の充実等に貢献する。中
期
目
標

計画の実施状況等

・地域ケア総合センター事業実施のために地域ケア総合センターバンフレッ
トやホームページ、メルマガ等を用いて広報した。
・県内の看護職のスキルアップのため、人材育成事業として、事例検討会 (5

分野19回 )や 、石川マネジメント塾 (8回 /年 )、 褥塘管理のスキルアップ(2回 /

年)、 看護研究に活かせる現象学を学ぶ (3回 /年 )、 新人助産師のスキル
アップ、臨床で行うリンパ浮腫ケア、看護に活かすポケットエコー等を実施し
た。
・令和3年度に開催したスキルアップ研修の参加者からは、対面での研修は
臨場感があり、学びや同期との交流が深まったと好評であつたことから、令
和4年度の研修開催は対面を増やした。
・県内5病院から看護研究指導の依頼があり、5名の講師を派遣したほか、
能登北部地区の医療機関を対象とした「ご当地版在宅療養移行支援システ
ム創り」に取り組んだ。

・大学コンソーシアム石川の地域課題研究ゼミナール更援事業に、本字の
学生・教員とかほく市の共同事業「壮年期の運動不足を解消する実践的ア
プローチについて」が採択され、本事業の実績を大学コンソーシアム石川主
催の2022年度アクティブフォーラムで発表し、優秀賞を受賞した。
・かほく市の地域公開講座 (いきいき世代とつくる健康教室)を 5回 実施した。
・FMかほくと連携し、毎月1回健康に関するミニ講座に出演し、健康づくりに
関する情報を地域住民へ提供した。
・3年ぶりに開催された能登町主催の「猿鬼歩こう走ろう健康大会」に参加
し、教員と学生による地域住民の健康チェックを行つた。

年度計画

【看護の質向上につながる更接】
・地域ケア総合センターの人材育成事業として、看護
職者等を対象とした事例検討会や医療機関等への講
師派遣を継続して実施するとともに、積極的に広報活
動を行う。
・看護ケア向上のため、前年度に実施したスキルアッ
プ研修等の効果や成果について検証する。

【地域活性化等の支援】
・地域住民の健康、福祉の向上を図るため、かほく市
等と連携し行つている健康増進関連活動や、公開講
座については、状況に応じてオンライン等も活用しな
がら、引き続き実施する。

No

28-1

29-1

中期計画

究成果と関連付けて行うとともに、その
効果や成果を検証する。

地域のニーズ調査等、多様な方法で地
域ニーズを把握し、自治体や大学コン
ソーシアム石川等と連携して地方創生
を推進するとともに、広く地域活性化等
の支援を行う。

No

28

29



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する日標

Ⅲ 地域貢献に関する日標
2地域人材の育成と定着の促進

上 |中
期

目
標

計画の実施状況等

蔚 口3年度に引き続き学都いしかわグローカルチヤレンジプログラムヘに

輸 皇霞環毒豊毛耗豊翻               「猿鬼歩こ
う走ろう健康大会」に7名 の学生が健康チェックコーナー等のボランティアと

して参加した。

年度計画

【地域に対する学生の関心の向上】
・地域に対する学生の関心を高めるために、大学コン
ソーシアム石川におけるグローカルチヤレンジプログ
ラムの実施、地域のボランテイア活動等、学生活動の
支援を継続して実施する。

No

30-1

中期計画

地方創生推進事業(COC十 )および地
域における健康増進活動等を通して、
地域に対する学生の関心を高め、地元
定着率を維持・向上させる。

No

30

-27-



-28-

項 目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅲ地域貢献に関する目標
3社会人教育の充実

覧域が求める人材の高度化・多様化に応え、生涯を通じた高度な知識の修得の場として教育内容を充冥させるとともに、社会人が字びやすい環境を整偏する。中
期
目
標

計画の実施状況等

・県内病陽のニーズ調査等を基に、令不日5年度は、特定行為研修を含む反
膚・排泄ケア認定看護師教育課程の令和6年度の開講に向けた準備に取り
組むことを決定した。
・感染管理認定看護師教育課程((7月 -2月 )42名 )、 認定看護管理者教育課
程((サードレベル、全3期 )21名 )に対し、学習支援と教員との相談が適宜行
いやすいように学習管理システムを活用して授業や実習を実施し、全員が
修了した。
・県委託事業はオンラインで、「感染管理看護実践力向上研修(6月・8月 、計
119名 )」 、「保健所感染症対応力向上研修(5月・7月・9月 ユ11月 、13名 )」 、「看
護教員現任研修(6月・8月・11月 、計117名 )」 、「看護管理者経営研修(11月・

12月 、48名 )」 、「皮膚・排泄ケア研修(11月 、31名 )」 の5事業を実施した。
・認定看護師教育課程の修了生のネットワーク構築を目的としたフォロー
アップセミナーに、修了生を支援する看護管理者を招いた特別講演 (2月 、
約350名 )を新たに加えオンラインで開催した。

年度計画

【看護職者のキャリア形成に貢献・強化】
・これまでの実績を検証し、令和6年以降の看護キャリ
アセンターの運営方針を運営委員会において検討す
る。
・2つの教育課程「感染管理認定看護師教育課程及び
認定看護管理者教育課程 (サードレベル)」 の充実を
図る。
・石川県受託事業による看護師等のキャリア形成に係
る事業を実施する。
・修了生に対するフォローアップ研修をおこない、ネッ
トワーク構築を支援する。

No

31-1

中期計画

看護キヤリア支援センターの機能を活
かし、新たな認定看護師の養成など看
護職者のキャリア形成に貢献するとと
もに、実績を検証する。

No

31



項目別実施状況

石川県立看護大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅳグローバル化に関する目標

により、中
期
目
標

計画の実施状況等

ア

オンラインで開催し、イリノイ大学での看護学生
の保健医療制度について意見交換や発表を行

の生活の様子の紹介と日米
つ た

ヽた ヨ ロ

通 年でネイティブ講師 よる英語講座を4 回(延ベ 75人 韓国語講座を751 )、

回(延べ149人 )開催した。
・異文化理解のため、インターナショナル・カフェをタイ友好協会、石川県国

際交流協会の協力を得て、タイの留学生2名 と韓国出身の県国際交流員1

名を招いて開催し、学生・教員7名が参加した。

の ・コ ロ によ

演会を2回 開催した。教員・大学院生対象では看護実I完を進歩させるため

麗軽蟄蓑藝詫磐巽と      魏
した。
・通年でネイティブ講師による英語講座を41回 (延べ75人 )、 韓国語講座を75

回(延べ149人 )開催した。

力 につい ス

ジュール、メンバー等について調整を行つたものの、コロナ禍の収束が見込
めなかつたため渡航を断念したが、ツミラグアイ日系研修「高齢者福祉におけ

るケアシステムと人材育成」をオンラインで開催し、パラグアイから3名 とブラ

ジルから 名ヽんミ参力日した。

年度計画

【学生の異文化理解等を深める】
・国際的な学術交流事業、学生の異文化理解の促進
につながる活動、海外研修やその事前学修としての

研修先の語学講座等、これまで取り組んできた事業を

継続して実施する。対面が難しい場合は、積極的にオ
ンラインを活用し、国際交流する機会を確保する。

【
出
子生及び教員の語学力の強化】

・国際コミュニケーションカに着目し、状況に応じて招
へいやオンライン等方法を検討しながら、ネイティブの

教員を活用し外国語講座を開講する等、国際的に活

躍できる人材を育成する。

【海外からの研修員等の受入れ】
・国際協力機構 (」ICA)等の国際機関と連携し、新型
コロナウイルス感染症の状況を注視しつつ、日系研修
等の海外からの研修員受入れ事業を実施する。
・令和元年度に採択された車の根技術協力事業の内
容について、引き続き検討のうえ、実施する。

No

32-1

33-1

34-1

中期計画

海外研修の充実や国際交流の促進を
図るとともに、学生の異文化理解を深
める。

英語教育の充実等により、学生及び教
員の語学力の強化を図る。

国際協力機構 (」ICA)等の国際機関と
連携し、積極的に海外から研修員等を
受入れる事業を推進する。

No

32

33

34

-29-
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項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
1教育の内容及び成果等

(1)学士課程

①学生の受入れ

する。高大接続改革に沿つてアドミッション・ポリシーを一層明確化し、入学者選板方法を適切に設定する。中
期
目
標

計画の実施状況等

4 へ の い、7/7に

生募集説明会を開催 (33校・35名 参加)。 本学の概要説明や入試説明の

他、希望者に対して施設紹介を実施した。
・3/6にオープンキヤンパスを対面とオンラインのハイブリッドで実施し、県内
外から307名 が参加。ミニ講義や実験体験、キヤンパスツアー、研究室訪間
等を行つた。
・県外の高校教員を対象とした学生募集説明会を富山県 (9/26、 4校参加)、

長野県(10/26、 2校参加)に加え、新たに愛知県(11/22、 6検参カロ)で開催し
た。
・情報発信による本学PR実施のため従前の大学案内、募集要項、広報誌
等に加えて、SNS更新を定期的に行い、82件の投稿を行つた。動画による情

報発信のため、各学科及び学園祭 (響緑祭)の紹介動画を計4本作成し発
した。

・令和3年度の入学者選抜方法の変更が周知され、志願者の増加が継続
し、令和5年度の志願倍率は、本中期計画期間中、最高の67倍となった。
・高校教員の「総合的な探究の時間」の授業ノウハウ習得を支援するための
スキルアップセミナーを新たに実施し、高校との連携を強化した。

の

ける情報教育科目の取扱いや既存の入試科目の扱いについて決定し、公

表した。
・令和3年度の入学者選抜方法の変更が周知され、志願者の増加が継続
し、令和5年度の志願倍率は、本中期計画期間中、最高の6.7倍 となった。
・高校教員の「総合的な探究の時間」の授業ノウハウ習得を支援するための
スキルアップセミナーを新たに実施した。(8/17、 9/11、 10/9、 11/6)

年度計画

【高大連携強化及び効果的なアドミッション活動の冥
施】
・県内の高校訪問や入試説明会を引き続き実施する
とともに、中部圏等県外の受験生に対する募集活動
の充実強化を図る。
・従前のホームページや大学案内、募集要項、広報誌
等に加えSNSや動画面己信を活用し、アドミッション・ポリ
シーや入学者選抜方法はもとより、研究内容やコース

制を含めた本学の特徴を広くPRする。
・県内の高校を中心に今まで以上に連携を図り、高校
側の現状を把握するとともに、積極的に情報交換する
ことで高大連携を強化する。

【入試選抜方法の分析及び高大連携強化】
・次回の入試改革に向けて、アラカルト方式やC枠 (エ

業系)の導入といつた前回の入学者選抜方法の変更
点を分析するとともに、国の入試制度改革に関する動
向把握、情報収集に努め、必要に応じて対応策につ
いて検討し受験生の負担となる部分については2年前
告知ルールに基づき公表する。
・アドミッション・ポリシーに沿つた受験生増加のため
に、高校側との連携を積極的に図り、高大連携を強化
する。               ・

No

35-1

36-1

中期計画

アドミッション・ボリシーに沿つて、大宰
案内や募集要項、入言式説明会等による

積極的な広報活動を行う。

アドミッション・ポリシー た学生を
受け入れるため、入学者選抜方法や
教育組織のあり方等について検討し改
善を図る。

No

35

36



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

教育に関する目標
1教育の内容及び成果等

(1)学士課程

②教育の内容

ラーニングクティブに基づ
こ基

効

し

どなる

卒業を認定り

を進め
よ

の導入学修

る

正な成績評価適

(能動的

成果を把握し学修の

アき

学 生づ きの方針

行て

ユキ,

イプ

カ

ア

果的な方法で教育を行う。
学位を授与する。

中
期
目
標

計画の実施状況等

・コース 入 し ヨース の

麹笞縄飛伽 線祭臨緒品酷

鉢昌稲諏塀然彊瑯鶉猫ぞ難力、傾聴力など)を高めた。
・ヨース Iザ ユフ・ ツ I ユ マ ッ

の科 目等 変更がなしヽ か確認し必要な修 正 を行 つた 。

・令和7年度入学生を見据え、
授業科日間の接続をより明確
見直しの議論を開始した。

情報教育科
にするため ,

目および英語教育科目について,

教養教育力 ) キ ユ フ ム ツ Iリ― の

日IJ 期は学生が能動的 | こ授業 | 参加するアクティブ ラーニング型授業とオ

ンライン授業、対面とオンラインのアヽイブリッド型授業を実施した。後期から

は課題解決型学習などのアクティブ・ラーニング型授業を取り
・実習を含むすべての科目で対面で授業を実施した。

入れなが ち

実験
・効果的な教育を実施するために各学科における専門教育科目の内容の見

鍮 盈箭絲 ェ島讐雲て¥乱舞墨ゴ猪便
を

かにした。

年度計画

【社会ニーズに応じた教育】
・コース制を含む学部4年間の教育について検証を行
い、社会ニーズに応じた効果的な教育及びキヤリア教
育を実I完する。

…

連携強化】
・カリキュラムマップ、ツリーの点検・修正を行うことで

各コースにおける科日間のつながりの明確化と強化を
図る。

【効果的な教育】
・アクティブ・ラーニング型授業を引き続き実践するとと

もに、さらに効果的な教育方法について検討する。
【適正な成績評価法の確立】
・各コースにおける学生の成績を比較して、コース制
が成績に与える影響について検証し、適正な成績評
価法を確立する。

No

37-1

38-1

39-1

中期計画

新たな農業環境や地域産業の変化に
対応できる人材を養成するため、社会
ニーズに照らして、教養教育、専門教
育およびキヤリア教育について4年一

貫した方向性(カ リキユラム・ポリシー)

を策定し、シラバスに反映する。

教養教育、専門教育 (各学科 )、 キヤリ
ア教育における各科目間のつながり
(カ リキュラム・ツリー)を明確にし、公

開する。また、各科目間の連携を強化
し、常に改善を図る。

アクティブ・ラーニングなどを導入して
主体的な学修能力を育成するととも
に、ディプロマ・ポリシーに沿つて、成績
分布のあり方などを検討して適正な成
績評価法を確立する。

No

37

38

39

i31-



-32-

項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
1教育の内容及び成果等

(1)学士課程

③教育の成果

生物資源環境学に関わりの深い、農林水産業や製造業等の産業界、官公庁、大学等研究機関において自立した職業人、研究者として活躍できる人材を育成する。中
期
目
標

計画の実施状況等

・令和元年度入学、令和4年度卒業の各コースの宰生に対して、コース制導
入の効果“課題や卒業研究、進路剪犬況についてのアンケートを実施し、とり
まとめた。
・後期オリエンテーションの就活に関するアンケエトの中で、就職活動に関
連したコース制のメリットや要望・意見についてのアンケートを実施し、とりま
とめた。

・キャリアデザインの基本を理解するとともに、異I完できる力をつけるため、
教養教育科目「現代社会と生渥学習」を実施し、情報活用力、論理的思考
力、問題解決能力を養つた。
・石川の農林水産業について学ぶ地域思考型の授業「石川の自然と農林水
産業」においても、キャリア教育として、プロジェクト型学習を通じて、社会人
基礎力(主体性、働きかけ力、実行力、課題発見力、計画力、創造力、発信
力、傾聴力など)を高めた。
・1年生を対象にしたキャリア形成支援セミナーおよび2年生を対象にした
キャリア形成・就職支援セミナーを後期オリエンテーション時に実施した。2

年生を対象にしたキヤリア形成支援セミナーおよびいしかわ就活スマードナ
ビ説明会を前期オリエンテーション時に実施した。
・前期授業評価アンケード、後期授業評価アンケート及び卒業予定者アン

ケートを実施し、教育内容の改善を継続して実施した。(個 々の授業の説明
の仕方や資料などを分かりやすくする、学習管理システムを活用した資料
の効率的な配付、無線LAN(Wi―向)の整備など)

年度計画

【コース制導入効果の検証】
・自立した職業人あるいは研究者として活躍できる人
材を育成するため令和元年度に導入したコース制の、
初の卒業生の進路状況等その効果・課題を検証す
る。

【アンケート等による教育成果の検証、改善】
・新たなキャリア教育科目の授業を実施する。
・学部 1、 2年生を対象にしたキャリア形成支援講座を
実施する。
,卒業予定者アンケーHこより、学部の教育成果を検
証し、必要に応じて教育内容の改善を継続する。

No

40-1

41-1

中期計画

大学の教育理念および特色を踏まえ、
学部の3つのポリシー (ディプロマ・ポリ
シー、カリキュラム・ポリシー、アドミッ
ション・ポリシー)を学生の視点に立っ
て一体的に見直し、自立した職業人あ
るいは研究者として活躍できる人材を
育成する。

卒業生や企業を対象としたアンケート
等を通して学部の教育成果を検証し、
教育内容を改善する。

No

40

41



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
1教育の内容及び成果等

(2)大学院課程

①学生の受入れ

リシーア ン・中
期
目
標

計画の実施状況等

の のため、 行つ

た。
・大学院生の継続的な確保を目指し、令和5年度に「大学院運営検討委員

会」を設置することを決定した。
,大学院生を対象とした独自の授業料減免制度を創設し、学生に周知した。

て入

訂酪猷窪鶴騨鋼鮨蛋辮
卍摩為母圏当赤勤機付けのため、学部生の学会参加費の助成や、大学院

単位の先行取得制度を創設した。

年度計画

【入学者増に向けた広報及び方策の検討】
・アドミッション・ポリシーや研究内容について引き続き

ホームページや大学案内、募集概要や広報誌等を活

用するとともに、SNSや紹介動画を通して本学大学院
の特徴や魅力を積極的にPRする。
・大学院の魅力向上、学生確保につながる効果的な

方策等についても引き続き検討を行う。

【大学院入学者の増に向けた方策の検討】
・学部生に対して入学時から特待生制度や奨学金制

度等の修学支援制度及び研究内容の周知を行うこと

で、大学院進学と研究への動機付けを図る。また大学

院進学後の就職先の充実を図ることで入学者の増に

努める。

No

42-1

43-1

中期計画

アドミッション・ポリシーに沿つて、大学
案内、募集要項、入試説明会等を通し
て積極的な広報活動を行う。

アドミッション・ポリシーに沿つた学生を
受け入れるため、入学者選抜方法につ

いて検討し改善を図る。また、推薦入
学制度や特待生制度の活用など、優
秀な人材を確保する方策について検
討・導入する。

No

42

43
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項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する日標
呵教育の内容及び成果等
(2)大学暁課程
②教育の内容

社会三―ズに照らして、大学院教育課程の課題を把握し、大学の特色を活かした改善を図る。中
期

目
標

計画の実施状況等

・各専攻において論文の中間発表会を実施し、課題等を明確にして、より適
格な修士論文の指導を行つた。
・修士・博士論文の審査に関して規程を改訂し、審査手続きを明確にすると
ともに、標準的なタイムスケジュールを示した。

・中国の大運工業大字との合同セミナーについて、令和5年 9月 ヒ負の冥厄に

向けて協議した。
・令和5年度の「トビタテ!留 学JAPAN」制度を広報し、1名の学生が応募した。
・就活に関するアンケートの結果を踏まえ、就職支援セミナーでWeb面接、
筆記試験対策を実施し、大学院生のキャリア形成や就職活動を支援した。

年度計画

【論文の評価。指導】
・引き続き修士論文の中間発表会を各専攻で実施し、
研究内容及び成果を確認して論文指導の充実を図る
等大学院生の研究の支援に努める。

【英語教育やキャリア教育、倫理に関する教育等の充
実】
・新型コロナウイルス感染症の影響に留意しつつ、オ
ンラインも活用した海外大学との学生交流を推進す
る。
・各種アンケートの結果を踏まえて、大学院生のキャリ
ア形成支援の充実を図る。

No

44-1

45-1

中期計画

カリキュラム・ポリンーに沿つた教育を
実施するため、講義間の連携、講義・

演習の充実を図るとともに、ディプロ
マ・ポリシーに沿つて、修士・博士論文
の評価法を検討する。

英語教育やキヤリア教育、倫理に関す
る教育などの充実を図り、グローバル
化に対応できる人材、しつかりとした職
業観をもった人材、研究者として活躍
できる人材を育成する。

No

44

45



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
1教育の内容及び成果等

(2)大学院課程

③教育の成果

してい
ヽ公の中

期
目
標

計画の実施状況等

) によ の

し、教育研究の実践を通して研究者の基本となる研究遂行能力及び倫理観
の育成に努めた。

試験対策を加えた内容に改善して実施した。
・修了予定者アンケートを実施し、大学院の教育効果を検証し教育内容の

改善 (論文作成や学会発表へ向けた研究室での指導の充実など)を継続し

た。

年度計画

【研究者の育成】
・適任者をRA(リサーチアシスタンド)として採用し、研
究者としての基本的な研究遂行能力の育成を図る。

【アシケート等による教育成果の検証、改善】
・各種アンケート結果等を参考にして就職支援セミ
ナーの内容を改善することで、大学陽生のキャリア形
成支援を充実させる。
・修了予定者アンケーHこより、大学院の教育効果を
検証し、必要に応じて教育内容の改善を継続する。

No

46-1

47-1

中期計画

大学の教育理念および特色を踏まえ、
大学院の3つのポリシー (デイプロマ・

ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アド
ミッション・ポリシー)を学生の視点に
立って一体的に見直し、高度な知識と

技術、倫理観を有する技術者・研究者
を育成する。

修了生を対象としたアンケート等を通し
て大学院の教育成果を検証し、教育内

容を改善する。

No

46

47
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項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
2教育の実施体制等

(1)教育の実施体制

教育目標を効果的に達成するため、学士課程においては、教育研究指導力の優れた教員を確保して適切に配置し、適切な教育体制を構築するとともに、大字陽謀程においては、

専攻分野の専門性を高めると同時に、研究指導や教育支援体制の改善に努め、教育研究指導を充実させる。
中
期

目
標

計画の実施状況等

コ ロ ル し、

大学運営の具体的案件の方針や決定を行つた。学生・教職員の感染状況
及び県の方針等を踏まえ、コロナ対策の大幅な緩和に順次対応しながら、
最大限の教育 H研究効果の実現に努めた。

い、各分野の教育研究に最適な教員を採用した。

年度計画

【組織的かつ効果的な教育の実践】
・コロナ禍においても、学生の学修機会・質を最大限
に確保するため、学長及び学長補佐会議の指示のも
と、組織的かつ効果的な教育を実践する。

【適切な教員配置】
・今後も引き続き地域産業、社会を取り巻く環境変化
に対応した教育を提供するための人材確保に努める
とともに、適切な教員配置を図る。

No

48-1

49-1

中期計画

カリキュラム検討委員会、専攻長会
議、教務委員会、教養教育センター、
キャリアセンター等が連携して組織的
かつ効果的な教育を実践する。

大学の中長期計画 (あり方委員会の答
申)に基づいて学科・専攻・系のあり方
について検討し、適切な教育組織を構
築する。また、教育組織を効果的に運
用するため、適切な教員配置を図る。

No

48

49



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
2教育の実施体制等

(2)教育活動の点検評価・改善

中
期
目
標

計画の実施状況等

ケートを実施し、教育内容の改善を継続して
の仕方や資料などを分かりやすくする、学習

嬢纂霜名程森套密難撃魯鍵猛デ縣毒鵠綿観縫

釧繋檄縄灘勢壽郷建
力、傾聴力など)を高めた。

実施した。(個 々の授業の説明
管理システムを活用した資料

年度計画

【アンケート等による教育成果の検証、改善】
・授業評価アンケート等を分析し、必要に応じて教育

内容の改善を継続する。
・企業アンケート等の分析結果を踏まえ、教育活動の

改善を図る。

No

50-1

中期計画

授業評価アンケート、卒業生・修了生・

企業アンケートや教員自己評価などに

基づき、教育活動を点検し、その結果
を教育活動の改善に反映するための

方策を検討し、実施する。

No

50
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項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

教育に関する目標
2教育の実施体制等
(3)教員の教育力の向上

教員の教育 力の改吾と向上のため、教育研究環境の整備を行うとともに、授 業の改吾に同けたフアカルティ・ディベロッフメント(組織 的に行う教 員の教育 力開発活動 )を充冥する。中
期
目
標

計画の実施状況等

【ファカルティ・ディベロップメント研修の開催】
・石川県立看護大との合同研究発表会fD(ファカルティ・ディベロップメン
ト)研修 (「次世代看護教育・研究へのDXの 導入」)を3/24に 、「アクティブ・

ラーニング」再考 :学生の学びを深めるICT活用を考える」を9/20に、「ハラス
メントの予防に向けて一歩前へ 仮想事例を通じてコミュニケーションを再考
する」を10/18に 、「合理的配慮の考え方と本学の体制作りFこ 向けて」を1/31

に、それぞれオンラインで実施した。
・「本学入学生の学力実態を知り、教学IRを考える」を11/29に対面で実施し
た。
【ICTの活用】
・前年度に引き続き、オンライン授業を円滑に実施するために、必要なウェ
ブ会議サービスやクラウドサービスを利用できる環境を整えたほか、学内の
無線LAN(Wi一日)の拡充やオンラインティーチング・アシスタントの配置を行つ
た。

年度計画

【ファカルティ・ディベロップメント研修の開催】
・ICTを 活用する教育方法などに関するFD(ファカル
ティ・ディベロップメント)セミナーを実施し、教員の総
合的な教育力向上を図る。
【ICTの活用】
・ウィズコロナ、アフターコロナ下での教育に向けてICT

環境を含めた教育環境を整備する。

No

51-1

中期計画

フアカルティ・ディベロップメント研修の
開催など、教員の教育力向上のための
取り組みを充実させるとともに、ICTを
活用した効果的な教育方法を検討し、
実施するざ

No

51



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

教育に関する目標
2教育の実施体制等

(4)教育環境の整備

学生の学修意欲や教育効果の向上を図るため、学生の学修環境を適切に整備する。中
期
目
標

計画の実施状況等

LAN 了

・第1中講義室(K126)の プロジエクターを更新した。
・学生・教職員駐車場の外灯をLED化 した。

の ′ へ の

入れを実現し、通学の利 同 め た

・正課外活動の支援として、サークルの要
た野菜販売の場所を提供した。

望 こ応 え 売店日lJ こ学 生 が栽培し

年度計画

【教育環境の整備】
・教員や学生の要望や必要性・優先度を踏まえて教育
施設、備品等の整備を進める。

【体育館、サークル室、自主学修施設等の整備】
・市内循環のバスに加え、新たに路線バスの大学敷
地内への乗り入れを実現し、通学の利便性を高める。
・学生の意見の把握に努めるとともに、食堂、サーク
ル室、自主学修施設等の充実方策について検討を行
う。

No

52-1

53-1

中期計画

講義室・実験実習室、講義 i実験実習
資材や学内LAN、 ラーニング・コモンズ

などハード、ソフトの両面から正課教育
の環境を整備する。

体育館、サークル室、自主学修施設の

整備・充実と併せて、学生自治会など
と連携して正課外活動の充実を図る。

No

52

53
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項目別実施状況

石JII県 立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

教育に関する目標
3学生への支援
(1)学修支援

学生が自主的、能動的に学ぶ意欲を高める方策を導入するとともに、学修・生活・就職・進学に関する疑間や悩み等を相談できる支援体制を強化する。中
期
目
標

計画の実施状況等

・学生アドバイザーの支援対象となる学生の選定に、リテラス(論理言語力
検定)を活用することを生産科学科で試行した。
・学生アドバイザーが中心となり、SNSを活用した「石川県立大学質問箱」を
設置し、学生の履修に関すること、サークル活動や学生生活に関すること等
の相談に対応した。
・オンラインティーチング・アシスタントを採用し、学生が教員の遠隔授業の
サポートをすることで、主体的な学修を支援するとともに、オンライン授業を
円滑に実施した。

・団体継続や新規結成が認められたサークルについて、県立大学後援会を
通じて助成した。
・新型コロナウィルス感染症対策として、サークルの団体継続や新規結成の
申請書類において、新型コロナウィルス感染症対策のガイドライン作成を義
務付けた。また、各サークルのガイドラインを学習管理システムの学生掲示
板に掲載し、サークル構成員力`順守するよう指導した。
・コロナ禍で活動が制約されたことから、正課外活動に関連する学長賞の推
薦はなかった。

・支援を必要とする学生の情報共有や対応の検討のため、学生部長を歴長
とする学生相談に係る連携会議を毎月開催した。
i保健指導担当職員を常勤にし学生相談の体制強化を図るとともに、外部力
ウンセラー(臨床心理士等)によるカウンセリングを充実させた。(実施回数 _

増・発達障害専門カウンセリングの実施)

・学生支援に関するFD(ファカルティ・ディベロップメント)研修を実施した。
・後期オリエンテーション時に、3年生以上の学部生 ,大学院生を対象とする
ハラスメント防止啓発セミナーを開催した。(参加者 :約200名 )

年度計画

【新入生の宰修支援】
・新人生の学修の蹟きを大学院生等がサポートする
学生アドバイザー制度を推進する。
【ティーチング・アシスタンド制度の活用】
・オンラインTA(ティーチング・アシスタント)を含めた
TA制度等を活用し、学生の主体的な学修および研究
を支援する。

【正課外活動を支援する体制の発冥】
・サークル活動やボランティア活動等を円滑に行うこと
ができるよう支援を行うとともに、学生の模範となる成
果をあげた個人、団体に学長賞を摂与する。

【相談体制の整備】
・学生が抱える様々な悩みに適時適切に対応するた
め、相談体制を強化する。

No

54-1

55-1

66-1

中期計画

スチューデント・アシスタンドやティーチ
ング・アシスタント制度を積極的に活用
して、学生同士の学び合いの機会を増
やすなど、学生が自主的、能動的に学
ぶ意欲を高めるための方策を検討し、
実施する。

サークル活動、ボランティア活動など正
課外活動を支援する体制を充実する。

学修に関する悩み、生活上の悩みなど
様々な相談が気軽にできる体制を整備
するとともに、それらの相談を効果的に

解決するための組織的、一体的な体制
を構築する。

No

54

55

56



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する目標
3学生への支援

(2)進路支援

)中
期

目
標

計画の実施状況等

ア に して

試験対策を力口え た 内容 に改善 して た

就職支援室 のキャリアコン サ ′レタン トの相談日数を増や した ( 月 8 日 …Ⅲ〉1 1

日)

・10月 -2月 に公務員試験対策講座 (24回 )を開催した。
・2年生を対象にしてたキヤリア形成支援セミナーおよびいしかわ就活スマー

堺綴絡勉嘘静  錫鵠し
峰 ヤリア教育として、教養教育科目「現代社会と生涯学習」や、プロジェクト

型学習を採用した地域思考型の授業r石川の自然と農林水産業」を実施し

二稗箭蔑選二」F」釧 偏淫4お警鴎 撃紛行
た。

年度計画

硫 職支援活動の検討、改善】
・就活アンケートの結果等をもとに就職支援活動を評

価し、必要な改善策を検討する。
・公務員講座の開催や専門職員の配置による就職支

援を継続して実施する。また、新型コロナウイルス感

染症の影響に留意しながら、卒業生からの体験談聴

説亮長雪謀駆蒙暫鷲覇卍茸請リア形成の意識づけを
行うためのキヤリア形成支援講座を実施する。

No

57-1

中期計画

インターンシップや就職ガイダンスなど

就職支援活動の内容を常に検討し改
善を図るとともに、卒業生との情報交

換や交流を通して就職活動をサポート

する体制を構築する。

No

57
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項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

I教育に関する日標

3学生への支援

(3)社会人・留学生等への支援

社会人・留学生等の受入れ体制の充実を図るとともに、学修・石J千 "九 支援の在り方を改善し充実する。中
期
目
標

計画の実施状況等

社会人の博士課程後期課程受験者は2名で、2名 とも合格し、令和5年度
に受入を予定している。
博士前期1名 、博士後期1名の社会人学生の修業年限短縮を認めた。

・社会人の学修、研究に対する支援のあり方について検討し、社会人の負
担を減らすため、オンラインでのゼミ参加や個別に授業を開講するといつた
対応を行うとともに、社会人学生に対する修士・博士の短期終了の制度に
ついても周知を図つた。

、10 し

・留学生向け入学試験を引き続き冥施した。令和4年度の受験者は2名 、合

格者は1名 であつた。令和4年度の留学生の入学者は学部生1名 、大学院博
士前期課程2名 、合計3名 だつた。                 ｀

・学部の留学生に奨学金の必要性について聞き取り調査を行うなど、個別
にきめ細やかな支援を行つた。
i」ICA研修員に対しチューター制度を活用し生活支援などを実施するととも
に、本学教職員・」ICA北陸・野々市市国際交流協会が連携し生活支援など

を行つた。
・日本語の話せない大学院生に対し、資料も含めて英語で請義やセミナー

を実施した。

年度計画

【社会人学生および外国人留学生増加に向けた方策
検討、改善及び周知】
・社会人や外国人留学生受入れのため、10月 入学を
引き続き実施する。
i県 内企業等や国際協力機構 (」ICA)な どの意見を参
考に、社会人の学修、研究に対する支援のあり方に
ついて引き続き検討していく。

【留学生の受入体制の充冥】
・留学生向け入学試験を、引き続き実施する。
・チューター制度を活用した修学支援や留学生向け奨
学金の紹介等の支援を継続的に実施するとともに、そ
の充実について検討する。

No

58-1

59-1

中期計画

社会人学生については、勤務と学修 I

研究活動を両立するための方策を検
討・改善する。

留学生については、受入体補1の充冥を
図るとともに、学修・生活面の相談窓
口・支援体制を整備する。

No

58

59



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する日標

Π研究に関する目標
1研究の水準、方向性及び成果

ど、地域の発展に貢献する研究を行い、その事業化などに努め、
に 、るとと

果を公表する。
中
期

目
標

計画の実施状況等

てヽ

園エネルギー活用型の県立大エコ
いて本学ホームページで公表した。

レッジ構想」等の研究内容と成果につ

年度計画

【基礎研究の強化】
・農学系の大学としての特徴、強みを生かした3つの

テーマ(「石川発地球規模食糧増産」「石川発健康寿

命延伸」「石川の自然と生物」)に沿つて人類共通の知

的財産の創造に資するプランディング研究を展開し、

成果の情報発信を図つていく。

No

60-1

中期計画

人類共通の知的財産の副遣に貢献す
るための基礎研究を強化する。

No

60
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・生産)イノベーション副出強化推進事業で県立石護大字琴とのコンソーンア
ム、その他民間企業等と先進的な農業生産及びバイオテクノロジーに係る
13件の共同研究を行つた。
・環境)猛禽類の行動把握システム、ヒートパイプ式地下水冷房装置、小水
力発電に関する共同研究を行つた。「手取川総合環境調査」(水・土砂循環、
動物、樹木・植物、魚類)に参画し、その成果が大きく報道された。ドローンを
活用した流量観測手法の開発、環境DNAによる魚類調査を行った。
・食品)LEAFラボを活用した県内企業との共同研究(過熱水蒸気加熱加工に
よる農産物の高付加価値化、微生物のコントロール手法等)を行つた。
・資源研)農業生産・環境・食品・バイオテクノロジーに関する先進的な基礎
研究および応用研究を推進した。発酵食品由来の乳酸菌から新しい免疫活
性化成分を発見、本学HPで公表した。花をつけやすいサツマイモの品種改
良とその花からの蜂蜜採取に成功し商品化され、野々市ブランドに認定され
た。
・農場)石川県オリジナルぶどう品種「ルビーロマン」に関する研究で2報、力
キとリンゴに関する研究でそれぞれ 1報の論文を取り纏めた。
・産学官連携学術交流センター)「 BIRD,ISICOと 共催のシーズ発表会につい
て、現地32名 、オンライン69名 、合計101名 が参加。企業や研究機関とのコ
ンソーシアムでの補助金申請を増やし、ISICO大型ファンドに2件、北陸活性
化センターの助成事業に 件ヽ採択。本学教員による大学発ベンチャーが2件

設立され、支援した。

・広報検討部会で、研究成果 (論文)を審議し話題性の高いものを積極的に
広報した。研究の内容、受賞などについて、大学の公式SNSや大学ホーム
ページに掲載するとともに、県庁記者クラブヘ情報提供した。
・「シーズ発表会 ,I―BIRDセミナー」、「日本海イノベーション会議」及び『アグ
リビジネス創出フェア」、「Matching HAB HokuHku2022」 、「FOOMA」APAN
(国際食品工業展)」 において、研究成果を発表し、シーズとニーズのマッチ
ングによる研究成果の事業化や共同研究を推進した。
こ地域住民・農業者・企業との交流の場 (県大カフェ)のキックオフシンポジウ
ムを開催した。

【人類共通、地域の課題の解決】
・農業生産、環境、食品、バイオテクノロジーに関する
先進的な基礎研究及び応用研究を推進し、地域産業
の活性化やSDGsの達成に向けた取組に貢献する。
【地域の発展に貢献】
・県内企業等との連携、協力をさらに拡大する方策に
ついて取り組む。

【研究成果の積極的な発信】
・学内で取り組んでいる研究を、研究シーズ集や公開
講座を活用して積極的に情報発信する。
【共同研究の推進】
・石川県産業創出支援機構(ISICO)、 公益社団法人
農林水産、食品産業技術振興協会 (」ATAFF)及びい
しかわ大学連携インキュベータ(卜BIRD)等 と連携した
シーズ発表会の開催や「研究シーズ集」等の発刊を通
して、ニーズとシーズのマッチングによる研究成果の
事業化や共同研究を推進する。

61-1

62-1

各研究組織 (各学科・生物資源工字研
究所・教養教育センター・附属農場)お

よび各教員による先進的・独創的な基
礎研究 ,応用研究によつて人類共通の
課題や地域の課題を解決するととも
に、産業支援など地域の発展に貢献す
る。

研究成果のホームページ等による積極
的な発信、公開講座や公開セミナーの
開催により研究成果を地域や社会に還
元するとともに、いしかわ大学連携イン
キュベータを活用した研究成果の事業
化をはじめとする共同研究を推進す
る。

62



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅱ研究に関する目標
2研究の実施体制

のやのに中
期
目
標

計画の実施状況等

ラン イ しヽ て

進 し その 成果を大学ホームページ等で発信した

学 内プロジエ ク卜研究発表会において教員相互評価を実施するなど、体制

:撃繁羅畳畷瑞 躍覇説躍婆聾擬檀矯れ管I里去見程を整備し

稲 畏糧綻響ダ累熟i完蓬揺確毛整夢す全早轟尋尋協驚、喫喬絲
究の推進を図つた。

に つ しヽ 8 9月の

教育研究審議会で報告するとともに 1 0/61こ評価結果 に基づく教員研究費

の配分を行つた。
・外部資金の申請実績及び獲得実績に基づき研究費を傾斜配分しインセン

ティブを与えた。

の 5つの

配置し連携して 研究を進めた 成果 の 一部 は英文論文として 発表 し、

発表や本学ホーム ペ ―ジにおしヽ て広幸Rした

年度計画

【研究活動を遂行する体制の
霧胃稚断研究等を通し

て、学内においても共同研究を推進する。

携の一層の推進に努める。

的資金等の獲得状況に応じ

た研究費の配分制度を継続して実施する。

鍬 確窪鄭縄篇議鍵郡窪喀H

2尿銑鞘晩讃こず協訛協鍵騒薄

No

63-1

64-1

65-1

中期計画

研究組織を常時点検して効果的な研

究活動を遂行する体制を整備するとと

もに、国内外の大学や研究機関との共

同研究、産学官連携、地域との連携の

を綿 箕協餡裂爾留望イ碇軽
討する。

教員評価に基づく研究費の配分法に
ついて検討し、効果的に配分する。

効果的な研究活動を遂行するため、教
員配置について検討する。

No

63

64

65
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項 目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

皿 地域貢献に関する目標
1地域における産学官連携の推進

て中
期
目
標

計画の実施状況等

い に

等
業

との共同研究による新製品の開発や新技術の実用化を支援し、地域産
の活性化に貢献した。

(生産 )

・陶器 (ボーンチヤイナ)破砕物資材の利活用技術の実用化及び商品化
・害虫の忌避、防除技術の開発
・ヒツジの乳を利用した乳製品・発酵技術の開発 など
・障害者によるヒツジ生産を支援する技術開発(イノベーション創出強化推進

事業 (農福連携):県内福祉施設及び県立看護大学等と共同研究)

(環境)

・猛禽類の行動把握システムの開発
・ヒートパイプ式地下水冷房装置の実用化
・小水力発電の現地実証研究 など
(食品)

・過熱水蒸気加熱を活用した農産物の機能性および殺菌効果の向上等の

など
(資源研)

・サツマイモの花由来のハチミツの商品化 など

(農場)

・石川県オリジナルぶどう品種「ルビーロマン」の成分と根茎の影響の研究
・ダイコンの生理障害の研究
・キヌアの栽培実証試験 など

年度計画

【地方創生の推進、地域産業の活性化】
・農業生産、環境、食品分野、バイオテクノロジーに関
する先進的な基礎研究及び応用研究を推進する。
・LEAFラボ等を活用し、地元企業との共同研究による
新製品の開発や新技術の実用化を支援し、地域産業
の活性化に貢献する。

No

66-1

中期計画

地域が抱える様々な課題の調査・研"九

や地域の特性を活かした研究を通して |

地方創生を推進するとともに、地域産
業の活性化、地域文化の継承、地域環
境の保全等、持続可能な社会の発展
に貢献する。

No

66



・地域住民・農業者・企業との交流の場 (県大カフェ)のキックオフシンボジウ

為品轟場吊缶撃匙癬大学院大学と連携し、産学官マッチングイベント
櫂製魂聾線霜路路試と盤軽鯉呼怒幼(F

撃暁毒絲     雪l彗脇 坊乙守 臨
聯 要安著類歪亀憲雲基惹冥尋轟兜撮毛専騒電子れと連携し、地域
留藍署締寄:離雅契窪煙連睦離覇岳劉1髯ぜ
取組んだ(5/24能登島、6/7七尾市、3/4新図書館)。

【産学官連携活動の促進】
・産学官連携学術交流センターによる、他大学、石川
県産業創出支援機構 (ISICO)、 いしかわ大学連携イン
キュベータ(卜BIRD)等との連携活動を促進する。
・県内企業や北陸経済連合会、石川県食品協会等と
の連携、協力を、さらに拡大する方策についても検討
する。67-1

産学官連携学術交流センターの機能
を活かし、他大学、石川県産業創出支

援機構、いしかわ大学連携インキュ
ベータなどとの連携を強化する。

67
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項 目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅲ 地域貢献に関する目標

2地域人材の育成と定着の促進

F弓

こよ すを果たの役割てとし業支援拠点地域産り交流 I

中
期
目
標

計画の実施状況等

ア ム 石 , の サレ I

た 「地域 自然環境に適 したソーラークッカーの開発
祭り(秋祭り)の文化の継続 '

及 び普及 プ 口 グラム 父

り組み、高効tム
′りib事業の開発」「 キ プコ 継承」に取

率のソニラークツカーの開発や、キリコ祭りの演奏に使用する篠笛製作技

牧 写
奏技術q習得などの成果を

離 ジェクトのコーディネータとして本

学教員が参画した。
iポケゼミやサークル活動については新型コロナウイルス感染症対策をした

篭至嚢篭名ピ認芭健零鱒麿議星す瑠暫権紹鍵裡腱作業を
実施した。

の ついての について

域思考型の授業「石川の自然と農林水産業」を実施し、地元今の理解・興味

鞠 科の環境科学フィールド体験実習 (1年 )と里山里海フィールド実

習を9/14-16に実施、生産科学科の生産環境制御コースにおいては11/10

靴 冤蚕望           r隼 桃で就職支援セミナーを開催する

など、学生の地元理解と定着を促した。

年度計画

【学生の様々な地域事業への参加】
i大学コンソーシアム石川の地域課題研究ゼミナール

支援事業等を通して、地域住民と学生が協働で行う地

域の課題解決活動を支援する。

:奈7嗅

`子

こフ戸撃躍 学生の地域事業への参
加やボランティア活動に対して支援する。

I磐締鸞奪兵拿雪3ラと期 晨l地元企業と連携
し、地域の発展を担う学生の地元定着を図る。
・各コース科日での県内企業見学や実習を通して、地

域について学ぶ教育を行う。
・大学コンソーシアム石川の「学都いしかわグローカル

チャレンジプログラム」への参加等、地域の課題を実

践的に学び地域課題解決力を意欲的に修得しようと

する学生を支援する。

No

68-1

69-1

中期計画

大学独自の地域交流の取り組みおよ

び大学コンソーシアム石川と連携した

取り組みを通して、学生の様々な地域

事業への参加やボランティア活動など

を推進し、地域の活性化に協力する。

地方創生推進事業(COC+)の一凍とし
て、石川の産業や文化等を学ぶ「地域

指向型教育」を授業に盛り込むととも
に、地域企業に対する理解を深める
「共創インターンシップ」を通して、地域
の発展を担う学生の地元定着を図る。

No

68

69



項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅲ 地域貢献に関する目標
3社会人教育の充実

え
しにし中

期
目
標

計画の実施状況等

疑腎発隆「謙     冦醜i型F電鑑

提軽詔羅認覗鑽甜監羮鋳軽蒙難兌珂卿
に貢献した。

蹴 手
への掲載等、公開講座の広報活動にも力を入れた。

共で

年度計画

【社会人学生の積極的な受入れ】
・博士後期課程に入学した社会人学生の研究実績等
の情報発信に努める。
【地域における教育活動の展開】
・公開講座等の機会を活用して社会人受講者に新し
い情報を積極的に提供する。

No

70-1

中期計画

大学院にあつては県内の社会人を積
極的に受入れるとともに、公開講座や
出張講義を通して地域における教育活
動を広く展開する。

No

70
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項目別実施状況

石川県立大学の教育研究等の質の向上に関する目標

Ⅳゲローバル化に関する日標

の人に中
期
目
標

計画の実施状況等

1

ンで参加i発表した。
・Research Mapや Goo」e SChOlarへ の登録状況を調査し、未登録の教員ヘ

の登録を促した。

・1月 に の セ し

・中国の大連工業大学との合同セミナーについて、令和5年 9月 頃の実施に

向けて協議した。
・」ICAの支援により2名 の外国人留学生 (ル ワンダ、ネパール)を大学院に

受入れた。
・3年生2名 が海外農業研修 (オランダ)し、また、3年生1名 が海外留学 (オー

ストラリア)した。

年度計画

【研究成果の海外発信】
・国際学術誌への投稿を積極的に行うとともに、ICTも

活用し、国際学会令の積極的な参加に努める。
(

・海外に向けた情報発信強化の一環として、Research
Mapや Goo」 e SChOLrへの登録率の更なる向上や本
学学術リポジトリの充実等に向けた方策について取り

組む。

【海外大学との交流、連携】
・新たな海外大学との交流協定締結に向けた取り組
みに努める。
・ICTも 活用し、海外協定検大学との合同セミナーの開

催などの交流を行う。
【外国人留学生の受入れ】
・10月 入学制度を継続する等、海外からの留学生や

研究生受入れの推進に努める。

No

71-1

72-1

中期計画

国際学会への積極的な参加・参画、国
際学術誌への積極的な投稿により、研
究成果を広く海外に向けて発信・公開
する。

海外大学との交流・運携を強化すると
ともに海外留学や外国人留学生の受
入れを推進し、国際的に活躍できる研
究者を育成する。

No

71

72



1

報し、1 名の 学生が応募した

ともに コ ロ ナ禍の経験を

まえオンライン授業、対面授業それぞれ でICTを積極的 こ活用 し授 業改善を

図つた。

対象大学にエントリーし選定された。
れば、2人の」ICA研修員 (コ ンゴ民主
10月 、令和6年 4月 に入学予定。)

(
ハ
¬コ不日5年6、 9月の 入 に 合格す

共禾日 ボツワナ共禾日国 ) が令不日5年

【国際的に活躍できる人材の育成】
・ICTも活用し、国際学会への参加や海外大学との交

流を図る。
・英語コミュニケーション能力を効果的に養うため、引

き続き少人数による英語教育を実施する。

理罫顧碗完簡 再飴 関や文部科学省、

留学生支援団体、海外協定校を通して、海外からの

留学生及び研究生、研修員の受入れを行う。

73-1

74-1

英語教育の充実、積極的な海外留宰
や外国人留学生の受入れなどを通して

異文化理解を深め、国際的に活躍でき
る人材の育成を図る。

国際協力機構 (」 ICA)等の国際機関と

連携し、積極的に海外から研修員等を

受入れる事業を推進する。

73

74
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項目別実施状況

業務運営の改善・効率化に関する目標

I運営体制の改善に関する日標
1ガバナンス機能の強化

理事長が中心となって、大学         し〔教育、研究、地域貢献等の機能を最大化できるガバナンス体制を構築するとともに、インスティトウーショナル・リサーチ(大学の審
観的な状況調査)を踏まえ、大学の将来を見据えた経営戦略を立案する。
また、大学において、学長がリーダーシップを発揮しやすい体制を整備する。

中
期
目
標

計画の実施状況等

(看護大)

・大学改革のマネジメントのために学長補佐を3名 に増員し、総務担当、教育担
当、研究担当と役割分担を行つた。また、附属施設と大学との役割のすみわけ
を明確にし、教員の教育・研究活動などアカデミアとしての活躍を広報できるよ

うホームページや広報誌等の充実を図つた。
・教育研究審議会を始めとして、外部委員参加の会議 (倫理委員会、懇話会、
教育懇談会含む)は感染動向を見据えて積極的にオンライン開催とした。
・教員の教育研究環境を整えるために研究室の見直しを行い、講師が助教を指
導できるような環境を改善した。
・学長のビジョンに沿つて運営がすすめられるよう委員会構成を見直し、あらた
な委員会・ワーキングを設置するとともに、学内の運営体制を強化するため、令
和5年度から看護学部長の職を新設することとした。
(県立大)

・理事長・学長と教職員の意見交換会や研究室訪間により、引き続き経営トップ
と教職員が意見交換できる機会を設け、大学運営に係る重要な事項等につい

て、相互理解を深めた。
・諸課題の実現・達成に向けた具体的な取り組みの整理を各委員会等の担当

組織に指示した。また、大学院進学者の確保を図るため、新年度より大学院運

営検討委員会を新設することを決定した。
こ学長補佐会議を定期的に開催し、大学運営等における具体的内容を検討・決
定し、教育研究審議会の議事に付した。
・新型ヨロナウイルス感染症対策会議を適時招集し適切に対応した。

年度計画

【ガバナンス体制の牛毒築・強化】
(看護大 )

・引き続き学長のリーダーシップのもとで実施し、戦略
的に大学をマネジメントする。
(県立大 )

・前年度に初めて実施した理事長・学長と教職員の意

見交換会や研究室訪間を踏まえ、引き続き大学運営
に係る重要な事項等について、経営トップと教職員が

意見交換できる機会を設け、今後の方向性など相互
理解を深める。
・学長のリーダーシップのもと、学長補佐会議やコロナ
対策会議等において、諸課題の対応策の検討、学内

調整等による円滑な大学運営を推進。

No

75-1

中期計画

理事長及び学長のリーダーシップの下
で、戦略的に大学をマネジメントできる
ガバナンス体制を構築し、経営審議会
や教育研究審議会等を通して機動的に

大学改革を進める。

No

75



に

事業を推進した。

3 に し

踏まえ、今後6年間の計画及び具体的な取組をまとめ、第3期 中期計画案を作

成した。

蒔憂晶塚1匙彗慾警導kBぃては、理事長の責任に
おいて、既存の体制にとらわれず機動的に行う。

査や両大学の課題解決プロ

ジェクトチームによる検討結果を踏まえ、大学の将来を

見据えた経営戦略を立案し、第3期 中期計画に反映さ

せる。

76-1

77-1

理事長の責任において、予算等の経営
資源を効果的に配分する。

大学に求められる社会的ニーズや学生
にとつての魅力向上策等を分析し、大
学の将来を見据えた経営戦略を企画
立案する。

76

77
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項目別実施状況

業務運営の改善・効率化に関する目標

I運営体制の改善に関する目標

2事務組織等の整備と効率化

ののステ中
期

目
標

計画の実施状況等

・大学事務職員として必要な知識の習得、
会が開催する各種研修会やセミナーのほ

資質の向上のため、公立大学協
か、オンデマンド視聴が可能と

なっている各種研修等を受講した。
(県立大)

・事務職員が以下の研修・セミナーをオンラインで受講した。

認証評価に関する研修会及び研究会(5/30)

研究倫理講習会(7/21、 7/26)

科研費申請についての学内説明会(7/26)

大学コンソーシアム石川主催の第1回 FD/SD研修(9/14)

ハラスメント防止セミナー(10/18)

アドミッション・教学マネジメント(11/29)、
合理的配慮の考え方と本学の体制作りに向けて(1/31)

大学コンソーシアム石川主催の第4回 FD/SD研修(2/4)

準備時間の削減など、事務の効率化のため、情報端末を活用し、会議の
ペーパレス化を推進した。
・各担当者の業務執行状況を踏まえ、業務分担の見直しや臨時職員を採用

した。

1掃謡雲竪場に学生の実習指導ができる技術職員をプロ′単一職員として1名

理蓄三椿鮪誕期に塩紺究lβ暁笑鰹8皆悩話Y
庸甥羅馳 鮮搬こFtt3塞ギ!2と辞百とみ身亀冨為彗橿♯≠誰
柔軟に対応した。

年度計画

【スタッフ・ディベロップメントの実施】
・外部の関係機関が開催する研修会やセミナーなどに

積極的に参加させ、大学事務職員として必要な知識
の修得、資質の向上を図る。
・新型コロナウイルス感染症の影響下においても、ICT

を活用する等してスタッフ・ディベロップメンド活動を着
実に実施する。

【業務の効率化推進】
(看護大)

・情報システム活用 (機能の向上)による更なる事務の

効率化を検討し、実施する。
・業務の進捗に応じた柔軟な業務分担を検討、実施す

る。
(県立大)

・業務体制等の見直しやオンラインセミナーの活用等
により職員の専門性を高めるとともに、教職員からの

業務改善要望への対応や事務分担の見直し等によ

り、更なる業務効率化、省力化の推進を図る。

No

78-1

79-1

中期計画

事務職員の専門性を高めるため、字内
外の研修への積極的な参加を通じたス

タッフ・ディベロップメント活動を行う。併
せて、職員間の連携を図るなど、情報
共有・情報伝達の機能を強化する。

効果的な事務組織等のあり方について

検討・整備するととともに、情報システ
ムの活用や外部委託等の推進により、
更なる業務の効率化を図る。

No

78

79



項 目別実施状況

業務運営の改善・効率化に関する目標

I運営体制の改善に関する日標

3両大学問の連携強化

互 のつ の1つ 、共同中
期
目
標

計画の実施状況等

同FD ,レティ ア ロ メン 卜

をオンラインで3/24に 開催 し 看護大40名 県立大35名の計 75名 が参カロ

換を行つた

令和元年度から行つて しヽ る「 防災」をテーマとした両大学 の共 同研究とし

て 9/51 か ほ く市立大海小学校に おし て 4年生 1 7名を対象 こ防災授業

i写母ヨ諏 栞爺胤 鰯 縛 覇緯 鰍 倦務
昂襲績聾塾篇溌言瓢玩記茂郵塾雪豪線営化ょる承肘システムの
確認会を行つた。

年度計画

秘 銑 鋳 辱 :麗謗 算
ント)セミナーを開催する等、研究、教育面の交流を図
る。
・役員連絡会や事務局長会議を通じて、両大学、法人
本部の意思疎通を図るとともに、合同SD(スタッフ・

ディベロップメント)セミナーを実施して、職員間の交流
も促進する。

No

80-1

中期計画

理事長、両学長、両事務局長等による

定期的な会議の開催等により法人本
部及び両大学間の意思疎通を図るとと

もに、教員相互の交流を促進し、相互

理解を深める。また、法人本部は両大

学の課題解決を支援する。

No

80
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項目別実施状況

業務運営の改善・効率化に関する目標

Ⅱ教育研究組織の見直しに関する目標

教育研究組織が、社会ニーズを適切に反映し、かつ、その目的・目標に即して機能し、運営されているか、常に点検・検証し、柔軟かつ機動的に教育研究組織や職員配置を改善

する。
中
期
目
標

計画の実施状況等

(看護大)

・県が実施した、県内医療機関における認定看護師等のニーズ調査の結果
に基づき、今後のキャリア教育の方向性を検討した。また、「高い専門性を
備えた看護職員の養成に関する懇話会」に参加し、県内看護協会、医療機
関、大学等と意見交換を行つた。
・看護理工学ワーキングを立ち上げ、学部教育、大学院教育への「看護理
工学」科目の導入の検討を開始するとともに、民間企業との共同研究講座
「看護理工学」の令和5年度開設に向けて、適切な教員を確保した。
(県立大)     ヽ
・アンケード調査等の結果を、学長補佐会議や教育研究審議会等で報告し

意見等を求めた。教育研究組織については、改善の必要はなかったが、学
生支援について相談体制を改善した。その他対応が必要な事項 (新型コロ

ナウイルス感染症対応 :サークル活動の停止から許可制への変更、試験に

おける病欠への対応など)についても所要の改善をした。
・保健指導担当職員を常勤にし学生相談の体制強化を図るとともに、外部力

ウンセラー (臨床心理士等)によるカウンセリングを充実させた。(実施回数
増・発達障害専門カウンセリングの実施)

・コース制開始後、教員を適切に配置していたが、退任する教員の補充につ

いては、適切な人員を選考し採用を決定した。

年度計画

【学部学科等の組織の点検、検証】
(看護大)

・学術の動向や全国及び石川県の医療の変化等の社
会情勢を見据え、適切な教育が提供できるよう組織の

点検、検証を実施し、柔軟かつ機動的な教育研究組
織や職員配置につなIずる。
(県立大)

・社会情勢や各種調査、アンケートの分析結果等を踏
まえ、社会的ニーズや学生のニーズに対応した教育
研究、学生支援を図るため、教育研究審議会や学長
補佐会議等において、教育研究組織、学生支援組織
等の改善点について検討。
・コース制開始後の配属及び運用状況等について、課
題等がないか検討を進める。

No

81-1

中期計画

学術研究の動向や、社会・経済情勢の

変化を見据え、学部学科等の組織の

点検、検証を実施する。

No



療靱柔事生への「学生生活に関するアンケート」や学長・事務局長・学生部長

等と学生の懇談会 (2月 )を実施し、学生ニーズの把握に努めたところ、教職

員からのあいさつの少なさ、学生に必要な情報の周知、学習環境整備、窓
口対応等、教職員に対する課題を明確にし、この結果を教職員に対し、周
知した。学生に教職員からあいさつをし声をかけるよう奨励し、無線LAN(Wト

1)等の学習環境整備の改善を図つた。
・学生や教員から意見のあつた、学生の窓口対応をする教務学生課の臨時

i鋼詈テ協跳鮨揺劉鋒郵畠純】腎例暫!曜

畳畳唇議動 吾驚翻鞠そ霊
るように改定した。
(県立大)

・学科長等が、教員の自己申告の内容や課題について個別に聞き取りした

ところ、職員配置の要望はなかつた。
・学生に対する授業評価アンケートの結果に基づき、3年間の満足度の変化

等の分析結果を教授会で共有し、以後の授業改善に役立てるよう各学科で

理 蓄 置梧 結 誕 瑠 に虔 劣甥 笑翠 8皆 簡 酷 Y
増・発達障害専門カウンセリングの実施)

【職員配置の改善】
(看護大)

・社会ニーズや本学の目的に照らした職員配置になっ

ているかを検証し、必要な改善を図る。
・学生からの意見把握を継続し、それに基づく職員配

謡 亮岳鍵鼻義目琶健会を復活させ、それに基づく
職員配置の改善を検討を図る。
(県立大)

・教職員からの意見聴取や各学科等からの意見、学
生アンケート等を実施、必要に応じて職員配置の見直
し等を行う。

82-1

学生や教員の意見を把握する仕組み

を構築し、職員配置の改善につなげ
る。

82
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項目別実施状況

業務運営の改善・効率化に関する目標

Ⅲ 人事の適正化に関する目標
1教員の採用

教員の採用方針は、学術や経済等の社会情勢を踏まえ、大学の将来を見据えた戦略的観点から決定する。中
期
目
標

計画の実施状況等

看護大)

教員の退職補充にあたつては、大学の将来展望に照らして教育研究審議
会の意見を踏まえて決定した。
(県立大)

・教育研究審議会において、教員候補者等審査委員会の設置及び委員を
選出し、今後強化すべき教育分野を検討しカリキュラム等との整合を確認の
上、公募の実施 E学内審査を経て、採用者の決定を行つた。

年度計画

【教員の採用方針】
(看護大)

・教員の採用方針は、学術や経済等の社会情勢を踏
まえ、大学の将来を見据えた戦略的観点をもって学長
の責任の下決定する。       ,
(県立大 )

・社会情勢や学術研究の動向、本学の教育・研究の
状況等を踏まえ、将来を見据えた戦略的な観点から、
採用方針を決定するともに、必要とする人材を採用す
る。

No

83-1

中期計画

教員の採用方針については、経営審
議会の意見を踏まえて大学の将来展
望を勘案し、選考委員会での検討を経
て学長の責任で決定する。

No

83



項目別実施状況

業務運営の改善・効率化に関する目標

Ⅲ 人事の適正化に関する目標
2教員評価制度の充実

人材配置を柔軟に見直し、適材適所の人材配置を行う。教員の資質向上のため、教育活動評価制度 (教育、研究、地域貢献、大学運営)を実施・運用する。中
期
目
標

計画の実施状況等

看護大)

令和2年度から2年間試行した複数年教員評価制度を検証した結果、単年

度評価では得られなかった各教員の特徴が反映された反面、個人の目標
が設定されず、年間の業績の把握が困難なため、教員評価としては不適切

線 教誓睾稀制度の問題点を解消し適切な教員評価を実施するため、
新たに個人の目標設定 (KGI、 KPI)、 エフォート率を導入した新単年度教員
評価を構築し試行を開始した。

注)KGI:Key GoaIIndicator、 KPI:Key Performance lndicator
・単年度教員評価の令和5年度試行、令和6年度から本格運用のスケジュー

ルを策定した。
・適材適所の人的配置を図るため講座内の教授等の指導体制を構築し教

員評価に基づいた教員に対する教育・研究指導を充実させた。
(県立大)

・学長が学長補佐、学科長、コース長を選任するとともに、各種委員会の長

を適材適所の観点から任命した。

(看護大)

・新単年度教員評価制度の導入に向けてインセンティプの対象者および内

容 (表彰、昇給、一時金、研究費、ほか)の検討を開始した。
(県立大)

・教員評価の結果に基づき研究費の配分を行つた。
・全教員の研究費の一部を保留し、教員評価の高い教員への配分に充当
し、残りは間接経費の獲得額に応じて配分した。

年度計画

【教員評価制度の活用、適材適所の人事】
(看護大)

・令和2年度から新たに開始した教員複数年 (5年 )評

価について、必要に応じて改善を図りながら運用する
とともに、その複数年評価の結果が適材適所の人材
配置につながるか等を検証する。
(県立大)

・教育、研究、地域貢献等の実績及び大学の将来構
想を考慮した上で、学科等の人材配置を柔軟に見直
し、適材適所の人事を行う。

【教員へのインセンティブ制度】
(看護大)

・教員にインセンティプを与える仕組みについて、引き
続き最適な仕組みがないかを検討する。
(県立大)

・教員評価の結果や競争的資金等の獲得状況に応じ
た研究費の配分制度を継続して実施する。

No

84-1

85-1

中期計画

学長の責任において、教員評価制度を
活用し、教育、研究、地域貢献等の実
績を十分考慮したうえで、学科等の人
材配置を柔軟に見直し、適材適所の人

事を行う。

各大学ごとに、教員評価の結果に応じ
て、教員にインセンテイブを与える仕組
みを検討する。

No

84

85
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項目別実施状況

業務運営の改善・効率化に関する目標

Ⅲ 人事の適正化に関する目標
3学外活動の活性化

産業界や地域との連携強化による地域や社会への貢献、大学の知名度向上、職員のモチベーションや資質の向上の観点から、教員の学外活動の活性化を図る。中
期
目
標

計画の実施状況等

(看護大)

・教員から申請のあつた人材育成事業13、 地域連携・貢献事業12を審査・採
択し、必要経費の助成を行つた。
・かほく市と本学の包括的連携に関する会議は年2回 開催しコロナ禍での実
施内容の検討、成果について報告した。
・大学コンソーシアムいしかわの事業については、出張オープンキャンパス

模擬講義、合同大学説明会『ガクフェス2022」 、「学都石川」高校教員向け
キヤンパスツアー、石川県高大連携セミナー等に参加した。また、学生向け
のセミナー等については、本学の選択科ロヒューマンヘルスケアの対象と位
置付けし、学生に周知、積極的な参加を促した。
・各委員会、各センター長と連携してSDGsの取り組みに関する情報など、教
員の活動や研究成果等の最新の情報をホームページから発信した。
・医療機関から依頼を受け、5名 の講師を看護研究指導等で派遣した。
(県立大)

・県立大学、看護大学、富山県立大学、日本海倶楽部との共同研究が競争
的資金である生物系特定産業技術研究支援センターの「イノベーション創出
強化事業」の基礎研究型ステージヘ移行し研究を行うこととなった。
・大学コンソーシアム石川の地域課題研究ゼミナール支援事業に採択され
た、「地域自然環境に適したソーラークッカーの開発及び普及プログラム・交
流事業の開発」、「キリコ祭り(秋祭り)の文化の継続・継承」に取り組み、高効
率のソーラークッカーの開発や、キリコ祭りの演奏に使用する篠笛製作技
術・演奏技術の習得などの成果を上げた。
・包括連携協定をしている金沢学院大学への食品技術研究者ネットワーク
ヘの加入の働きかけを継続した。
・地元住民、農業者、大学の交流の場となる交流サロン「県大カフェ」のキッ
クオフシンポジウムを開催した。

年度計画

【教員の地域や社会への貢献】
(看護大)

・教員の地域貢献活動の拡大・継続や石川コンソーシ
アム事業への参加を引き続き支援する。
iSDGsに 関する取り組みを積極的に発信する。
・医療機関や地方公共団体等への講師派遣や委員会
委員の就任等を支援する。
(県立大)

・包括連携協定を締結している大学、自治体、看護大
学と連携強化を図り、共同、委託事業を推進する。
・大学コンソーシアム石川、能登キャンパス構想推進
協議会、石川県産業創出支援機構 (ISICO)等 の事業
において、教員の参加を促進する。
・産学官連携学術交流センターが中心となって、地元
企業等との連携、協力をより強化する方策について検
討する。

No

86-1

中期計画

自治体、他大学、地域企業・医療機関
等と連携を強化し、教員の地域や社会
への貢献を推進するとともに、大学コン
ソーシアム石川等の関係団体の事業
に対する教員の積極的な参加を促進
する。

No

86



項目別実施状況

業務運営の改善・効率化に関する目標

Ⅲ 人事の適正化に関する目標

4人材の重視

図上中
期
目
標

計画の実施状況等

塚翌詔軒な個別面談だけでなく、随時職員の要望や意見を聞くとともに、業

瑠 島     安芝患には、事務局内で業務の見首Lしや、臨時
職員を雇用することで平準化を図つた。

輸 鞠 蘇 鞠 蘇 雛9辮
したほか、業務分担を調整した。
・教員については、学科単位で概ね毎月学科会議を開催し、教員間の意見

交換・情報共有等を図つた。
・理事長、学長による研究室訪間を実施し、教職員との意見交換を行つた。

年度計画

【職員の要望把握、業務分担の見直し】
(看護大)

・学内での定期的な面談や随時の会議に加え日常会

話の中で、職員の要望や意見を把握するとともに個々

の勤務状況も見ながらt事務分担の見直しをはじめ業

務改善を図る。
(県立大)

・職員面談や学科会議等を通して職場環境の改善要
望等を把握し、その必要性と改善方法等について検

討の上、業務の外部委託も含め優先度の高いものか

ら改善を図る。
・新規プロジエクト等の企画、検討に際して、教職員か

ら広く意見を募るなど、施策立案への積極的な参画を

推進。
・必要に応じて職員の業務分担を見直すなど、効率的
かつ柔軟な業務執行を図る。

No

87-1

中期計画

職務に対する職員の要望等を把握す
る仕組みを構築するとともに、職員の

業務分担を見直すことにより、モチベー
ションの維持向上を図る。     .

No

87
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項目別実施状況

財務内容の改善に関する目標

I外部資金等の自己収入の増加に関する目標
1外部研究資金等の獲得

共同研究、受託研究等の産業界や地域との連携の推進、また、科学研究費補助金等の国の競争的資金など、積極的に外部研究資金獲得に努める。

また、施設の地域への開放など財源を確保する方策を検討し、自己収入の増加に努める。
中
期
目
標

計画の実施状況等

(看護大)

・科研費申請や企業等からの外部資金公募に関する情報を随時提供した。
・研究サポート集会を開催し、科研費申請に向けた効果的な書類作成について
の講義、及び科研費申請書作成のアドバイス等を行い、講義資料を学内イントラ
に掲載した。
・教員における科学研究費への応募の重要性、応募に対し学内に支援体制があ
ること、研究倫理に関するeラーニング受講について、全教員に対し周知した。
・安全保障貿易管理への対応のため、規程の整備・策定のための準備を行つ
た。
(県立大)

・科学研究費補助金等の応募に関する説明会 (7/26)を 開催した。
・外部資金獲得実績を年報に掲載し本学HPで公表した。(6/21)
・令和2年度に導入した外部資金の獲得状況に応じた研究費の配分制度を継続
して実施した。
・安全保障貿易管理体制の構築するため、安全保障輸出管理規程を整備し、研
究倫理請習会 (7/21、 7/26)で教職員に詳しく説明した。
・積極的に外部研究資金に関する情報の収集と応募の奨励をした結果、科学研
究費補助金と受託研究・共同研究の合計件数は中期計画期間中最多の119件と
なつた。

年度計画

【外部研究資金に関する情報の収集、応募の奨励】
(看護大 )

・科学研究費補助金や受託研究費等の外部研究資金
に関する情報を収集する。
・科研費申請書のブラッシユアップ及び研究相談の機
会を設け、申請に対する支援体制の充実と積極的な
応募を勧奨する。
(県立大 )

・科学研究費補助金の応募に関する説明会を開催す
る等、外部研究資金に関する情報収集、学内周知に

努める。
i外部資金獲得実績を年報で可視化することでより積
極的な応募を促す。
・令和2年度に導入した外部資金の獲得状況に応じた

研究費の配分制度を継続して実施する。
(共通 )

・外部研究資金のうち新たに国の競争的資金の申請
要件として必要不可欠となる安全保障貿易管理への

適切な対応のため、学内の体制の整備を進める。

No

88-1

中期計画

科学研究費補助金や受託研"九責をは
じめとする外部研究資金に関する情報
の収集に努めるとともに、申請に対す
る支援体制を充実させ、外部資金獲得
に向けて積極的な応募を奨励する。

No

88



:融 総合センターにおいては、人材育成事業の13事業中4事業で、参加費

皇緊聟与窃,ァ支援センターの県委託事業「感染管理看護研修」「管理者経営研

蛯罫痛琴棄称     Ц
｀
珊 陥 ゎせた。

〔辮 果有体物である序L酸菌を1件民間企業に有償で譲渡した。(有償MTA)

i   潮型製 娩 堂 稔列斎7嵐τ薫窮線好
減鰍ユd忠充魂d聖躍除≦盆    甥鰈
つかの企業・団体からのオフアーがあつた。

【自己収入の確保】
(看護大)

・公開講座等において受講料の徴収に努めるととも
に、新型コロナウイルス感染症の社会状況に留意し、

大学が保有する施設を開放して、適切な施設利用料を
徴収する。
(県立大)

・特許権に関して、民間企業等への商業ライセンス付
与、譲渡や受託共同事業も含めた有効活用に努め
る。

89-1

大学が保有する施設、知的財産の活用
や公開講座等の適切な料金徴収等を

検討し、自己収入の確保に努める。

89
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項目別実施状況

財務内容の改善に関する目標

I外部資金等の自己収入の増加に関する目標
2学生納付金等

授業料や入学金、受験料については、適切な料金の設定を行うとともに、授業料、入学金については、定員充足の維持によりその確保に努める。

また、優秀な学生を確保するという観点からも志願者増に取り組むことにより、受験料についても増収に努める。
中
期
目
標

計画の実施状況等

(看護大)

・北陸3県の進路担当教員との懇談会を開催した。オープンキヤンパス参加
者数の増加を図つた。富山県の高校への巡回訪間は、前年より5校拡大し
た(10検 :呉羽、福岡、砺波、氷見、高岡南、大門、人尾、富山南、富山東、
富山いずみに計18回 訪間)。

・指定校推薦の入学者枠の拡大や、面接方法等の見直しに向けて、アドミッ
ションアドバイザーや民間の模試の情報を基に課題を分析した。
・7月 と10月 のオープンキャンパスは、新型コロナウイルス感染症対策のた
めに対面参加人数を制限したが、オンラインでも開催した。
・中学生を対象とするナーシングカフェを開催し、生徒8名 と保護者7名 が参
加した。
(県立大)

・県外の高検教員を対象とした学生募集説明会を富山県 (9/26、 4校参加)、

長野県 (10/26、 2校参加)に加え、新たに愛知県(11/22、 6校参加)で開催し
た。
・県内外の高校生を対象とした進学相談会や模擬授業、民間業者主催のイ
ベントヘの資料提供など計78件実施した。
・情報発信による本学PR実施のため従前の大学案内、募集要項、広報誌
等に加えて、SNS更新を定期的に行い、82件の投稿を行つた。動画による情
報発信のため、各学科及び学園祭 (響緑祭)の紹介動画を計4本作成し発
信した。
・業者からの模試結果をもとに受験生の動向を分析し、重点的に広報を行う
範囲を設定するなど、受験生増加に向けて耳又り組み、結果、志願倍率が中
期計画期間中最高の67倍となった。

年度計画

【志願者の増加】
(看護大)

・アドミッションアドバイザー等と検討し、高校訪間を実
施する。また、引き続き訪問先を富山県にも拡大し、
富山県からの受験生の増加を働きかける。
i将来的な志願者増を見込んで、対象学年を絞らない

オープンキャンパス、中学生を対象としたナーシングカ
フェ等を継続して実施する。
(県立大)

・志願者増加はもとより本学とのマッチング部分も重
視し、県内及び中部圏の高校を中心に高校訪間及び
募集説明会を実施し、本学の研究内容等に関する周
知を行う。
・高校現場に大学側から積極的にアプローチしていく
ことで、今まで以上に高大連携を強化し情報交換を図
る。
iSNSや紹介動画を充実させることを通じて、本学の

研究内容や特徴について幅広く認知してもらう。

No

90-1

中期計画

学生募集活動を充冥強化し、志願者の

増加及び入学定員の充足に努める。

No

90



…

学と比較した結果、授業料等の学生納付金は適正であると判断

し、変更しなかつた。
・大学院の授業料については、石川県立大学法人独自の授業料減免制度

を創設した。

:冠笑撃】震呈轟盤 の料金体系や減免制度

等について注視するとともに、必要に応じて見直しの

検討をする。

91-1

授業料等の学生納付金については、
公立大学であることの意義を考慮しつ
つ、学生の確保や、適正な受益者負担
の観点から、毎年その妥当性を検証す
る。

91
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項目別実施状況

財務内容の改善に関する目標

Ⅱ予算の効率的執行に関する目標

経費の効率的執行に努め、特に維持管理経費については、業務運営の合理化、契約方法の改吾等により抑制を図る。中
期
目
標

計画の実施状況等

(看護大)

・検舎警備委託及び清掃業務委託について長期契約を継続した。
・図書館内の照明をLED化 し、一斉空調停止日を設定して光熱水費の削減
に努めたほか、新型コロナウイルス感染症対策に留意しつつ、節電の呼び
かけや空調開始時間を遅らせるなど経費の抑制に努めた。
(県立大)

・校舎警備及び清掃業務委託の長期契約を継続するとともに、必要性を考
慮して契約内容を見直すなど経費節減に努めた。
・一斉空調停止日を設定して光熱水費の削減に努めたほか、新型コロナウ
イルス感染症対策に留意しつつ、節電の呼びかけや空調開始時間を遅らせ
るなど経費の抑制に努めた。
・基本料金を抑制するため、電力会社と契約電力の見直しを行つた。

年度計画

【経費の事印制】
・設備管理業務委託等の長期契約を継続するととも
に、建物や設備の点検、メンテナンスを予防的に行う
ことで修繕費や設備更新費の節減を図る。
・光熱水費の節減については、冷房停止日の設定等
を行うほか、職員及び学生への啓発により、適切な換
気等の新型コロナウイルス感染症対策に留意しつつ、
経費の抑制に努める。

No

92-1

中期計画

施設管理業務の長期契約の継続や光
熱水費等の節減に努めるなど経費の
抑制に努める。

No

92



項目別実施状況

財務内容の改善に関する目標

皿 資産管理の改善に関する目標

利用に中
期
目
標

計画の実施状況等

(看護大)

・コロナ禍で施設開放を見合わせた。
・県原子力防災訓練 (11/23開 催)に対し、施設利用を認めた。

(県立大)

・野々市市主催の防災訓練のため体育館を開放した。
・県政バス・県内高校の施設見学の受入れを行つた。

年度計画

【資産の有効活用】

:昴電累 ナウイルス感染症の影響に留意しつつ、大

学が保有する施設を開放し、保有資産の有効活用を

図る。
(県立大)

・新型コロナウイルス感染症の影響に留意し、可能な

範囲で、施設見学の受入れや、実験、実習施設等の

大学施設について地域との連携による利活用に努め

る。

No

93-1

中期計画

大学運営に支障が生じない範囲内で、
大学施設を地域に積極的に開放する
など、保有資産の有効活用に努める。

No

93
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項目別実施状況

自己点検評価及び情報提供に関する目標

I評価の活用に関する日標

サII
の

活用する。
己中

期
目
標

計画の実施状況等

郭講票;勢翻諜輯 戦臨導Ⅷ慾辮 臨謀
理鵞噺轟島晶Ξ導彗翌鷲業務委員会からの評価結果や付された意見を
謗

、PDCAサイクルを意識した大学運営をおこなつた。

壌 撃禦 1離 篠黒窯攀縁貿岩翌選窪勇賜霧己酢 継続して実

賂 判定を実現するとともに、業務の効率イとが図るため、入学試験の合

否判定システムを導入した。

年度計画

【各評価結果の反映、運営の改善】
(看護大)

・自己点検評価、認証評価機関による評価、石川県公

立大学法人による評価結果を、大学運営の改善に活

用する。

薮 鋪 剥 野 斃 鏑 請
善、業務におけるICTの 活用、外部委託の推進等につ

いて検討、実施する。

No

94-1

中期計画

自己点検評価、認証評1面機関が行う
大学評価、石川県公立大学法人評価
委員会が行う法人評価の各評価の結

果を、大学運営の改善に確実に反映さ
せる。

No

94



項目別実施状況

自己点検評価及び情報提供に関する目標

工情報提供の推進に関する目標

司情報公開の推進

して、 し、中
期

目
標

計画の実施状況等

〔翻 び法人の評イ面結果や財務諸表、本学主催のイベンド情報等につい

聰療筆薯堡交あ綿 暇ど櫂極的な情報公開に努めた。
1号導雪露び法人の評価結果や財務諸表、ウェブシラバスにより各科目の詳

細、ヨース制の詳細についても、ホームページ上で公開した。

年度計画

【情報公開の推進】
i自 己点検評価や認証評価機関が行う大学評価、石

川県公立大学法人評価委員会が行う法人評価の結

果、教育情報等をホームページ上で公開する。

No

95-1

中期計画

大学運営の透明性を確保するため、運

営状況、財務状況や評価内容等につ

いて、広く適正に情報公開を推進す
る。

No

95
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項目別実施状況

自己点検評価及び情報提供に関する目標

Ⅱ情報提供の推進に関する目標

2情報発信の推進

の中
期
目
標

計画の実施状況等

した 取 り組みとして 3年ぶ りに 対面で夏のオー

秋 の オ ー プンキャン ミス で |ま 夏 こ参 加できな

戦 銘 議猪 露 騒 韓鵜 4藝異 鶏 選 印 野 羽 ケ教 202劉 、
「学都石川」高検教員向けキャンパスツアー)、「進学と体験のlday」 に参加

した。
・大学公式YouTubeチ ヤンネル開設し、各委員会、研究科長等と連係して

SDGsの 取り組み等最新の情報をホームページから随時発信した。
・大学・大学院のイメージアップのため、学生と意見交換して高校生にインパ

クトのあるポスターを作製し、県内の高校や、実習関連施設に画己布した。

1暴圭査k_ジで、教育、研究、SDGsに関する取組を40件公表した。各学科

及び学園祭 (響緑祭)の紹介動画を作成し発信した。大学広報誌ISPUNEWS
を2回刊行した。
r大学リポジトリーヘの公表論文登録を教員に呼びかけた。
・教員が学会誌等で発表した論文をホームページで公開した。

年度計画

【積極的な情報発信】
(看護大)

・学生の意見を積極的に取り入れるなどして本学の認
知度の更なる向上を目指し、教育、研究、SDGsに関

する取り組みをホームページ、大学新聞等にて積極

的に情報発信する。
・学生、教職員、広告業者で連携しながら定期的に広

報媒体に関する意見を聴取し広報媒体の改善を図

る。
(県立大)

・本学の認知度の更なる向上を目指し、教育、研究、
SDGsに関する取り組みをホームページ、大学広報誌

等にて積極的に情報発信する。
・学生、教職員から広報媒体に関する意見を聴取し広

報媒体の改善を図る。

No

96-1

中期計画

教育、研究、地域貢献活動などに関す
る情報を戦略的かつ効果的に公開・提
供できるよう広報体制を強化し、大学
のホームページをはじめとした多様な

媒体を活用して、積極的な情報発信を
行う。

No

96



項 目別実施状況

その他業務運営に関する日標

I施設設備の整備に関する目標

の中
期
目
標

計画の実施状況等

施設等の定期 点検を行い、緊急度を考慮しながら修繕等を実施し

に基づき吸収式冷温水機修繕、図書館内の照明の
た

長期修繕計画 LEDイし、

無線LAN(Wトロ)の 整備 大講義室の OA フ ロア化 を実施した。

備 ロロ更新計画 こ基づき ,い電計等教育研 究用備品を整備した。

:韻 学の現状を踏まえ、令和5年度から10年度までの6年間の施設・設備

の整備計画、備品の更新計画を策定した。

年度計画

【施設、備品等の整備】
(看護大)

縁 魏 誓 盤 犯縁墓程悪響縣 姶
ゝ

脇 盈ちいては引き続き長期修繕整備計画

に基づいて老朽化対策を実施する。

婦 肇穆権計画に基づき、優先度の高いものから修繕

を実施する。

鋼 零憮犠 問 期 モ零籍 岳

櫂 、研究で必要な修繕や新規施設の要望調査を
行う。

No

97-1

中期計画

而設、設備、教育研究用備品について

は、定期的な点検を行い、状況を把握

するとともに必要に応じて修繕等を実

施する。また、両大学とも設備等の老

朽化が進むことが想定されることから、

今後、これらを計画的に更新すべく、数

年間にわたる整備計画を策定する。

No

97
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項目別実施状況

その他業務運営に関する目標

H安全に関する目標
1安全管理

防災対応や安全管理のための体制を整備し、学生や職員の安全を確保する。中
期
目
標

計画の実施状況等

看護大)

災害時等における執務体制要領及び大地震対応マニュアルを新任教職員
に配付し、内容を周知した。
・教職員及び学生を対象とした地震対応訓練を実施し、避難経路やAED、 車
椅子等の設置場所、消火隊の組織や役割等の説明を行つた。
(県立大)

・新入生に大地震対応マニュアル等を配布し、周知を行つた。
・7月 に県民一斉防災訓練 (シェイクアウトいしかわ)を、11月 に消防訓練を
実施した。

(看護大)

・教職員に対してストレスチェック(7月 )を実施するとともに、時間外労働に関
するリーフレットや「職員保健だより」を配付することで、セルフマネージメント
を促した。
・衛生委員会が職場巡視を実施し、安全確保と健康保全に努めた。
・学生に対して、新型コロナウイルス感染症の拡大防止等に関する注意喚
起、方針の周知等を継続した。
(県立大)

・学部3年生を対象に環境安全講習を実施した。
・教員を対象に研究倫理研修会を実施し、環境安全関連情報を共有した。
・高圧ガスボンベの固定と化学薬品の掲示について確認した。
・毒劇物と爆発物、特別管理物質の調査を実施した。
・毒劇物と爆発物の使用マニュアルを実情に合わせて修正した。
,大学がサークルの活動を承認するにあたり、新型コロナウイルス感染症対
策に関する独自のガイドラインを遵守させ、団体継続願や活動計画書等を
提出させた。

年度計画

【危機管理体制の整備】
・災害時等における執務体制要領及び大地震対応マ
ニュアルを配布し、内容の周知を継続して実施する。
i消防避難訓練や地震対応訓練等の防災訓練を実施
する。

【全学的な安全確保、健康保全】
(看護大)

・教職員のストレスチェックを実施し、労働環境の現状
把握と改善の検討を継続する。
・職場巡視を実施し、学内の衛生管理が適切性の検
討を継続する。
・全学的に基本的な新型コロナウイルス感染症拡大
防止行動の徹底を継続する。
(県立大)

・適切な安全衛生管理体制を整備する。
・防災訓練 (火災時想定)に実施する。
・新型コロナウイルス感染症に対し、学生の修学の継
続にも十分配慮しながら、全学で感染拡大防止に取り
組む。

No

98-1

99-1

中期計画

災吾時i緊急時の危機管理マニュアル
を必要に応じて見直すとともに、学生
及び職員に内容を周知し、危機管理体
制を整備する。

全学的な安全衛生管理体制・防 3巳体

制を整備し、学生及び職員の安全確保
と健康保全に努める。

No

98

99



項目別実施状況

その他業務運営1手関する目標

Ⅱ安全に関する目標
2情報セキュリテイ対策

:=LIの中
期
目
標

計画の実施状況等

葬琉翻雛魏騨燎譲宅稽棄毛駒響賊癬翠Fttr

赳 尋宇胤 か譜銹磐釧 化権  と露
ソフトウェア・ライセンス及び情報機器の適正な管理に努めた。
〔写号共 ンド動画を活用した情報セキュリテイ講習を実施した。
・情報担当職員を配置し、情報資産管理システムによるソフトウェア・ライセ

ンス及び情報機器の適正な管理に努めた。

年度計画

【情報セキュリテイ体制の整備】
・情報セキュリティポリシーの適切な運用を目指し、職

員や学生への啓発活動等を行う。
・情報資産管理システムによるソフトウエア・ライセンス

及び情報機器の適正な管理に努める。

No

100-1

中期計画

学内の情報セキユリテイ体制の整偏と

情報管理の適正化を図るとともに、情
報システム利用に関する研修会を実施
するなど、学生及び職員の情報リテラ
シーの向上を図る。

No

100
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項 目別実施状況

その他業務運営に関する目標

Ⅲ 法令連守等に関する目標
1法令違守

図り、不正 のの コ中
期
目
標

計画の実施状況等

〔弓罪詔留ぉけるコンプライアンスの高い風土を醸成するために、倫理、コンプ

ライアンス研修会を開催 (5/25)国 立精神・神経医療研究センターによるオン

ライン倫理講習会)した。また、全教員対象にAPRINの eラーニング受講に関

す
畠晶嬰辮 謁醤塞蒼雷夢雛 写】喬教正を踏まえてコンプライ

アンス合同説明会 (3/1)を 開催した。また参加者に確認テスト行い合格者に

受講証を発行した。
(県立大)

・研究倫理研修会をオンラインで開催した(7/21、 7/26対象者 :教職員、大

学院生)。

・学部3年生向け研究倫理教育は後期オリエンテーションで実施した

(9/26)。 前年度までの実施結果を踏まえての改善点として、最近の研究不

正の実例を追加し、安全保障輸出管理を詳しく説明した。
・APRIN eラーニングプログラムについて、受講から5年経過した教員、本年

度中に経過する教員に受講を促した。
(共通)

。令和3年度のガイドラインの一部改正を受け、不正防止対策を強化するた

め、当法人の関係規定を改正し、啓発活動の計画を策定したほか、令和3

年度に実施した内部監査の結果について監事および会計監査人に報告の

上、意見を聴取し、経営審議会でその結果について審議した。

年度計画

【研究活動の不正防止とガイドラインの改正】
(看護大)

・研究におけるコンプライアンスの高い風土を醸成す
るために、倫理、コンプライアンス研修会を企画開催
し、研究倫理に関する情報を提供する。
・文科省による競争的資金に関するガイドラインの改
正に伴い、ヨンプライアンス教育や啓発活動を実施す
るなど、改正内容に沿つた体制の整備を図る。
(県立大)

・研究活動上の不正行為防止のため、教員や研究

員、学生を対象とした研究倫理研修会の実施や
APRIN eラーニングプログラムの受講を促す。
・文科省による競争的資金に関するガイドラインの改
正に伴い、コンプライアンス教育や啓発活動を実施す
るなど、改正内容に沿つた体制の整備を図る。

No

101-1

中期計画

研究における不正行為、研究費の不
正使用について、職員への研修等啓
発活動を強化し、不正防止に努める。

No

101



項 目別実施状況

その他業務運営に関する目標

Ⅲ 法令遵守等に関する目標
2人権の尊重等

学生及び職員に対するハラスメンドを防止するなど、人権を尊重するとともに、男女共同参画の推進、環境への配慮など公立大学法人としての社会的責任を果たす全

学的な体制を整備する。
中
期
目
梶

計画の実施状況等

:冨雹督体会議、教授会、研究科委員会、教育研究審議会、各委員会が構

成員の意見を自由に発言できるよう雰囲気作りに努めながら促した。さら

に、ハラスメンドの防止のために研究室の環境整備、特に助手・助教の研究

室の環境整備 (学生が入室しやすく、教員相互の言動が見える環境等)を遂

行した。
・学生へのハラスメント予防につながる意識啓発の研修会等 (2月 9日 :講師

堂本彩未先生、学生のサヽラスメンドに関する相談事例も含む相談体制)を実
施した。
・ハラスメント事例に対して、外部 (弁護士、警察)へのコンサルテーシヨン体

制を整えた。
(県立大)

・教職員を対象に、FD(ファカルティ・デイベロップメント)研修でハラスメント

防止セミナーを実施した。
・学生を対象に、学生便覧にハラスメント相談について掲載し4月 オリエン

テーションで周知した。
・年度当初の教育研究審議会および教授会において、年初めに実施した学
生のアンケード結果を報告し、ハラスメント防止のために教職員が認識すべ

き事項を再確認した。
・保健指導担当職員を常勤にし学生相談の体制強化を図るとともに、外部カ

ウンセラー(臨床心理士等)によるカウンセリングを充実させた。(実施回数

増・発達障害専門カウンセリングの実施)

・外部委託によるオンラインカウンセリング体制を継続した。

年度計画

【ハラスメントの防止等】
(看護大)

・互いの考えを尊重しあう風土を醸成し、キャンパス内
でのハラスメントの防止に努め、定期相談対応等を継

続して実施する。
・意識啓発の研修会を行う。
・ハラスメント事案に対して外部機関や法人と連携す
る体制の検討など、更なる相談体制の充実を図る。
(県立大)

・学生・教職員向けのセミナー等を実施し、、ハラスメ
ント行為に関する理解を深めるとともに、互いの考え

を尊重しあう風土を醸成し、ハラスメンド防止に努め

る。
・これまでのハラスメント実態調査等を参考に、改善す
べき点について検討する。

No

102-1

中期計画

セクシャルハラスメント、キヤンパスハ

ラスメントなどの人権侵害の防止や男
女共同参画の推進を図るため、相談体
制の充実、職員に対する研修など啓発
活動を強化する。

No

102
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【環境マネジメント活動の実施T
・再生製品やエコマーク商品等環境に配慮した物品を
選んで購入するように努める。
・エネルギー使用量を抑制するため省エネルギーの
方策を検討し実施していく。

再生品やエコマーク商品など環境に配慮した物品を購入に努めた。
・図書館内の照明をLED化 し、一斉空調停止日を設定して光熱水費の肖1減
に努めたほか、新型コロナウイルス感染症対策に留意しつつ、節電の呼び
かけや空調開始時間を選らせるなど経費の抑制に努めた。
(県立大)

・環境に配慮した物品の積極的な購入に加え、両面コピー、裏紙利用に努
めた。
・冷房を適正温度に設定し、研究室など個別に温度調整を行つた。
・学生=教職員駐車場の外灯をLED化し、消費電力の抑制を図つた。

103-1

学生及び職員が一体となつて環境マネ
ジメント活動を実施する体制を構築す
る。

103


